
 

Instructions for use

Title 西フリジア語の音韻と正書法 (2)

Author(s) 清水, 誠

Citation 北海道大學文學部紀要, 44(2), 43-111

Issue Date 1995-12-22

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/33659

Type bulletin (article)

File Information 44(2)_PL43-111.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


北大文学部紀要 44-2 (1995) 

西フリジア語の音韻と正書法 (2)

清水 誠

Ludlear en stavering fan it Westerlauwersk Frysk (2) 

(The Annual Report on Cultural Science 44-2 (No.86). The Faculty of 

Letters. Hokkaido University. Sapporo. Japan. 1995. ISSN 0437-6668) 

SHIMIZU Makoto 

III 子音 (itbylud) 

~ 11 はじめに

子音については以下の点に注意を要する。

閉鎖音 (deploffer/de plosyf)と摩擦音 (deruzer/de frikatyf)を合わ

せて障害音 (deobstruint)と呼ぶが，障害音の配列には制約がある(音素配

列論的制約fonotaktyskerestriksjes)。まず，有声摩擦音は語頭音としては

現われず，語末音では閉鎖音と同様に無声化するので，語中音に限られる。

そのさい，特殊な例外を除いて，先行する母音は長母音か二重母音かのどち

らかである。無声摩擦音には位置による制限はないが，語中音として現われ

るときには，先行する母音はほとんど短母音である。このように，摩擦音の

有声・無声の現われかたには，かなりはっきりした区別がある。古くは，両

者の現われる位置は相補分布的に決まっており，異音の関係にあった。閉鎖

音には，語頭と語中で現われる場合，有声か無声かの制限はない。また，障

害音の連続は有声か無声かのどちらかに統一されている必要がある。以上の

制約は同化(~ 19) とそれに類似した現象を扱うさいに有効である。
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司m，zj C3Jは昔韻議的にはそれぞれIslとIjんIzlとIjlの連続であ
り， [記， [zjJとしたほうが音韻規則の説務に都合のいいこともあるが，じっ

さいの発音は問， [3]で、ある。この発音は，{閑人的な変額kして稀に認めら

れるにすぎないJ (Cohen et al. 19782 : 134)というものではなし今日では

きわめて一般的になっている。本書では教育的な効果も考長愛して[日，川の

表記を採期する向。Iin1988 : 110)。被擬音 [ts](日本語のツの音)

論的にはItlとIslの連続である (Cohenet al. 19782 : 134) 0 [吋， [t¥Jは
澄史的にブリジア語群に共通の特畿である口盤化 (depal拭alisearring)の結

るが，今日では単独の子音{辞索)とは認めがたい。しかし，じっさ

いお発音では，次の語の諮顕子音は主主怒してs)Jtlずる必要がある。

tienen [tidn鉛 J(←tien [ti，m]) ，小枝(複数形)J
tiennen [tjIndn] ，小枝のJ

tsienen [tsi部部] (←tsien [ぉidn])'10 (変化形)J

tsjinnen [t¥In，m] (←tsjinje [t¥子炉J)r仕えた{過去形複数)J
Ij/，/wlは厳密には子音に分瀬できないが，説明の都合上，ここで

扱う。ヌド欝でbはじっさいの発資を考麗に入れて，これを母音出， [uJと

[j]， [w]に分けて表記する。

{間々 はさまさfまな現象がある。まず，有声の障害音

はドイツ語やオランダ語のように語末習で無声化するが(~ 14)，これ

は商ブリジア諮では20世組になってからの現象で，おそらくオラ

響によると考えられる。苦先のふるえ管r[寸はオランダ識の口語などと

しないのが正式な発音とされ，歯茎資的苦言では，たとえばス

ウェーデン額や一部，ノルウェ…諮でそり活管になるのにたいして，顎フり

ジア藷では税務ずる(~ 15)。また，部分的にオランダ語と共通す

化現象(逆行間化〉が見られる (s19)。ただし，西フリジア藷に願行間化を
認めることには開購がある。あいまい母音与〕とそれに後織する鳴音 (de

sonorant，鼻音ないし流音)が同一音部にあると， しき主管が音節核

{者節主音，エ.nucIeus)になってあいまい母音が鏡落する帝節化 (de

syllabisearring)の現象が起こるこどがあるは20)。
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~ 12 子音の種類

(1) まとめ

西フリジア語の音韻と正書法 (2)

子音には次の17種類があり，さらに半母音として/jん/w/の2種類が

ある。 g[gJ，吋[¥]， zj [3J， ts [tsJは単独の子音(音素)とはみなされ

ない。表ではカッコ内(く >)につづり字を添えて示す。ただし，同化と

それに類似した現象(~ 19)が生じる場合は除いてある。正書法上の開音節

と閉音節の区別については~ 24 (1)を参照。「語頭，語中，語末」は音節，な

いし合成語や派生語をつくる以前の単一語を対象とする。

両唇音 唇歯音 歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 芦門音

閉鎖音無声 p<p/b語末〉 t <t/d語末〉 kくk>

有声 bくb> d <d> (g <g>) 

摩擦音無声 f <f> sくs> (¥ <sj>) xくch> h <h> 

有声 vくw/v> z <z> (3くzj>) y <g> 

(破擦音無声) (ts <ts>) 

鼻音 m<m> n <n> 。くng>

流音側音 lく1>

ふるえ音 r <r> 

半母音: w<wなど〉 j <jなど〉

① g [gJはg[γ]の一種(異音)である。

② sj凹は/s/と/j/の連続， zj [3Jは/z/と/j/の連続と解釈され

る(~ 11参照)。

③ ts [tsJ は /t/ と /s/ の連続と解釈される(~ 11参照)。

④ [j]と [wJは「割れJ(~ 9 )によるいわゆる「のぽり二重母音J(日1]，

[jEJ ; [woJ， [waJ ; [joJ)の前半部でも出る。

⑤ [wJは両唇音のかわりに唇軟口蓋音とみなされて，上の表で軟口蓋

音と声門音のあいだに置く扱いをされることもある (Tiersma

1985: 24)。この音は二重調音によるもので，両方の性格があるが，
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本番で [v]との関連(例 εioarren [dwar;:m] "-'[dvár~nJ 

「ドア(護数静)J) し く。

(2) 解説と用例

[pJ ふつう

ンダ語と

時様)。

(de aspiraasjりを持わず，無気音tこ近い{これはオラ

じであり，ドイツ諾とは異なる。 [t]と [kJについても

Q) p: 

piip [pi:p] rパイプj

苦手 b: 

boppe [b6p~] r C. .の)上にi

krab [krap] rカーJ

[b] 語末では出ない。

b: 

bern [be:n] libben [IIban] 

:ふつう気音を伴わず，無気清に近い。

① t: 

wetter [vét~r] r水J

@ d: 

tiid [ti:t] 

[d] 語末では出ない。

d : 

ljocht [ltxt] r光」

;生きている」

dyk [dik] r堤防， ぉiddel[mÍd~l] r手段J

[kJ ふつう気音を伴わず，無紫膏に近い。

k: 

koken [ko:kan] r台所J lokkich [lók~x] 

lok [Iok] r幸運j

[f] 融中では無声子音Bこ鱗擁していないかぎり，長母音と

4ゑぞは出ない。

母 f:
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西フリジア語の音韻と正書法 (2)

Fries [fri8s] rフリジア人J koffer [kof8r] rトランク」

liif [li:f] r体」

② v:最近のオランダ語からの外来語。

universiteit [ynifErsiU:it] r大学」

③ 次の語のfは発音しない。

。f[コ:]r c..から)離れてJ oft C::>t] r かどうか」
くi=>of [コf]rあるいは」

[v] 下唇と上歯で出す有声の摩擦音。語末，および語中で短母音の直後

では出ない(③を除く)。

① w:語頭。

waar [va:r] r天気」

② v:語中。

wral司 [vr::>:t]r世界」

fervje [fεrvj8] r染めるJ love [lO:V8] rほめる」

③ 次の語では例外的に語中，語末でwとつづる。

ik ha(w) [ha(v)， ha(f)] r私は持っている」

hawwe [hav8] rもっている(不定詞)J

④ w [w]の直前では脱落することがある CCohenet al. 19782 : 127)。

woarst [(v)wast] rソーセージ」

[s] 語中では無声子音に隣接していなしユかぎり，長母音と二重母音の直

後では出ない。

s. 

suster [SOst8r] r姉妹」 flesse [flEs8] rび、ん」

tsiis [tsi:s] rチーズ」

[z] 語頭と語末では出ない。語中の短母音の直後では稀。

① z: 

biezem [bi8z8m] rほうきJ 1色ze日E:Z8]r読む」

② 次の語は例外的に語中の短母音の直後でz[z]を含んでいる。

sizze [SIZ8] r言う J dizze [dIZ8] rこの，これ」

lizze [lIZ8] r横たわっている，横たえる」
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この 3語には sizze[Se:Z8J， dizze [de:Z8， dIS8J， lizze [le:z8J 

という発音もある (Boersma/Vander Woude 1981' : 60)。

③ s:最近の外来語。

nasaal [naza:l] I鼻音のJ fisioen [fiziu8nJ I幻想」

[xJ [kJを発音する喉の位置で出す無声摩擦音。ドイツ語の ach[axJ 

「ああ」の音に対応する。語頭では出ない。 h[hJ との区別に注意。

① ch: 

berchje [bE:rxj8J (←berch [bErxJ) I山(縮小形)J

haachje [ha:xj8J (←hage [ha:仰 J)I生け垣(縮小形)J

lichem [lIx8mJ I体J rache [rax8J Iわめく」

② ‘[xJ + [sJ'は摩擦音の連続を避けてドイツ語のように [ksJ となる

ことがある(異化， ~ 18 (1))。ただし，義務的ではない。

leechst [le:xst， le:kstJ Iもっとも低いJ (←leech [le:xJ I低いJ)

『ドイツ語の ich[Ic] I私(主格)Jや日本語のヒのような無声硬口蓋摩擦音 [c]には

ならない。

[γJ : ch [xJの有声音。語頭，語末，および語中でアクセントを持つ音節

のはじめでは出ない。

g. 

tige [ti:Y8J Iとても J bergje [bE:rγj8J I救助する」

haagje [ha:γj8J I の気に入るで垣根をめぐらす」

s 以上6種類の摩擦音では，本来，有声と無声の区別は位置によって相補分布的に次の

ように決まっており，有声摩擦音と無声摩擦音は異音の関係にあった (Tiersma

1979 : 154)。

無声摩擦音:語頭，語末，短母音の直後，無声子音の直前・直後

有声摩擦音:長母音と二重母音の直後，有声子音の直前・直後。

今日ではとくに語中でこの区別は完全ではなくなっているが，音の配列にかんする制

約としては有効である場合が多い。

[hJ ほっとしたときなどに深くため息をつくときに出る音。 ch[xJよ

りも喉の奥で発音し，この音とははっきり区別する。とくに hiーで

は [cJや日本語のヒの音にならないように注意。語頭のみ。
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① h: 

hichte [hIxt8J ，-高さ J hiem [hi8mJ ，-屋敷，農場」

② [j]， [wJの直前では脱落する。

hier [hi8r J ，-毛J-hierren [jIr8nJ ，-毛(複数)J

hoed [hu8tJ ，-帽子J-huodsje [w批判「帽子(縮小形)J

hearre [jtr8J ，-聞く J hoanne [wan8 J ，-雄鶏」

③ jの直前のhの文字は発音しない。

[mJ : 

hjerring [jεrIlJJ ，-ニシンJ hjoed [jU8tJ ，-今日」

hjir [jlr J ，-ここ」

① m: 

mem [memJ ，-母J namme [nam8J ，-名前」

② 直前のあいまい母音 [8J と同一音節にある場合には，音節化(~ 20) 

を引き起こすことがある。

[nJ 

① n: 

nij [ndJ ，-新しい」 allinne [:JIIn8 J ，-ひとりで」

soan [so8nJ ，-息子」

② 直前の母音が鼻音化(~ 10)を起こすときには消える。

wenje [VEnj8J ，-住むJ meunster [mO:nst8r J ，-大聖堂」

③ 直前のあいまい母音 [8J と同一音節にある場合には，音節化(~ 20) 

を引き起こすことがある。

[lJJ 語頭では出ない。

① ng: 

jong [jOlJJ ，-若いJ jonge [j6lJ8J ，-男の子」

② nk [lJkJ : jonkje [j6lJkj8J (←jonge) ，-坊や(縮小形)J

③ 直前のあいまい母音 [8J と同一音節にある場合には，音節化(~ 20) 

を引き起こすことがある。

[IJ オランダ語と同様に，語頭と前舌母音の直前ではいわゆる「明るい
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lJに近いが，そのほかはいわゆる「暗い lJである。

① 1 : 

leppel [lep81J IスプーンJ kelder [keld8r J I地下室」

bal [bJIJ I球」

② ald， altのlは発音しないことが多い。

ald [コ:tJI古いJ kald [b:tJ I寒い，冷たい」

kalt [b:tJ I歓談」

ただし， spalt [spJ:ltJ I割れ目」

③ 次の語の l はふつう発音しない(~ 17 (l)(c))。

do silst [sIst J (←sille [sI18 J ) I君は..だろう」

do wolst [vostJ (←wolle [vo18 J) I君は..したい」

④ アクセントのある音節では， 1の直後に歯茎音以外の子音が続く場

合，中間にあいまい母音 [8Jが挿入されることがある。

film [fIl(8)mJ Iフィルム，映画J(本書では[fIlmJと表記する)

⑤直前のあいまい母音 [8J と同一音節にある場合には，音節化(~ 20) 

を引き起こすことがある。

[rJ 舌先をふるわせる。オランダ語の口語の影響で口蓋垂のふるえ音や

摩擦音などの発音も聞かれることがあるが，正式な発音とはいえな

い (Boersma/Vander W oude 19812 : 62， Cohen et al. 19782 : 

124)。オランダ語の口語などとちがって母音化しない。

① r: 

rider [rid8r J I騎手，運転手」

② 歯茎音 [sJ，[zJ， [日， [dJ， [tJ， [nJの直前では脱落することが多

い (D5参照)。

③ アクセントのある音節では rの直後に歯茎音以外の子音が続く場

合，中間にあいまい母音 [8Jが挿入されることがある。

earm [I8r(8)m， jεr(8)mJ I腕J(本書では [I8rm，jErmJと表記す

る)

④直前のあいまい母音 [8J と同一音節にある場合には，音節化(~ 20) 
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を引き起こすことがある。

(3) 半母音 (itheallud) 

(a) まとめ

半母音/j/，/w/は後続する音の種類や現われる位置によって発音が

変わり，一定しない。 [i]，[u]のように母音に相当する音色を帯びるこ

ともあるが，鳴音 [m]，[n]， [lJ]， [1]， [r] とちがって音節核にはなれ

ず，わたり音にとどまる。

/j/と /w/は音節の前半部(音節核である母音の前)でとくに口の聞き

が小さく，摩擦を伴い，それぞれ硬口蓋摩擦音 [j]，両唇摩擦音 [w]の

子音として機能する。 [w]は先行する子音の種類によって唇歯摩擦音

[v]に近づくことがある。一方，音節の後半部(音節核である母音の後)

では口の開きが大きくなり，それぞれ母音[i]と [u]に相当する音色

を帯びる。

ただし， * [wu] という組み合わせはない。 [vu]という組み合わせは

あるが，この場合の [v]は語頭音(単一語の初頭音)に限られ，完全な

子音である((c)⑥参照)。

woedzje [vu;:ld3;:l] ，.荒れ狂う J wunder [vund;:lr] ，.不思議」

また， [ji]も稀である。たとえば， jier [G)i;:lr] ，.年」で、は [j]が脱落

する傾向が強く，次の語では tsji-[t¥i] (/吋i!)よりも tsi-[tsi]が

一般的である (Booij1988 : 16 f. )。

tsiis [tsi:s] ，.チーズJ ~tsjiis [t¥i:s] (/tsji:s/) ，.同左」

tsier [tsi;:lr] ，.すき間J ~tsjier [t¥i;:lr] (/tsji;:lr/) ，.同左」

本書ではじっさいの発音の便宜を考慮して， /j/を [j]と [i]，/w/ 

を [w] と [u]にそれぞれ書きわけで示す。

(b) /j/ 

[j]音節の前半部。[i]よりも口の聞きを小さくしていって摩擦を伴

うようになるとこの音になる。

① j : 
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jeie臼aia，jtiaJ r濃いたてるJ hjoed [juatJ rきょうJ

njonken [njoukan]ヘ.の壌にJ strjitte [st寸Ita]rj麗り」

③ いわゆる「のぼり二重母音j の [jI]， [jsJの諦半部。

stiennen [stjinanJ (←stien [stian]) r石(機数彰)J

teannen [tjtn加](←tean [tI拍])r足の詣{機数形)J

iuw [jyu， jo:u]， eau [jo:uJ : 

liuw [ljyu， ljo:u] rライオンJ

ik leau [Ijo:u] (←leauwe [ljo:wa]) r私は信じる」

④ oeie [u(:)ja]， aaie [a:j;:J]， oaiε[o:j記， oaie [wa:j品。aie

[ waja] 

roeie [ru(:)ja] r糠くV 揺れ)baaie [ba:ja] r泳ぐJ

goaie [go:j@] r投げるJ boaien [bwお初]r男の子(複数形)J

koaien [kw註:jan]rにせ卵{護数静)J

⑤ の富読では脱落することがある。

jier [(j)iar] r年J 紡 jierren[jIr;:Jn] r年(複数形)J

[i]音節の後半部。

(c) /w/ 

oei [u(:)i] (/u(:)j/)， aai [a:i] (/ a:j/) ， oai [o:iJ (/o:j/)， 

oai [wa:i] (jwa:j/)， oai [wai] (/waj/): 

ik roei [ru(:)i] (←roeie [r従:)ja])r私は潜ぐJ

ik 加aide[ba:id<1] my (←jin baaie [b孟:j記)r私は泳い

goai [go:i] r投げJ koai [kwa:iJ rにせ卵J

boai [bwai] r男の子J

[wJ :音節の前半部。 [uJよりも蕗唇の鰐きを小さくしていき，摩擦を

伴うようになるとこの音になる。

子音， [d]， ，[kJの直後では饗歯摩擦音v[寸とし

音することがある。本書では [wJとだけ表記する。

twa [twa:]"-'[tva:] r 2 J dwaan [dwa:n]~[dva:n] rするJ

swiet [swi;:Jt] "-' [sviat] r甘いJ kwea [kwld]~[kvld] r悪」
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tuorren [twór;m]~[tvór;m] (←toer [tu8r]) ，-塔(複数形)J

doarp [dwarp]~[dvarp] ，-村」

soannen [swamn] ~ [svamn] (←soan [so;:m])'-息子(複数形)J

koarste [kwast8] ~ [kvast;}] ，-かさぶた」

kwart ，-四分音符」と koart，-短い」はともに [kwat]~ [kvat] と

発音する。

.... Zantema (1984)ではtwa[tva:] r 2 J (ib. 1098)， dwaan [dwa:n] rするJ(ib.208) 

のように発音表記が一定しておらず，一貫性を欠いている (ib.16の説明を参照)。

① w:語中のieuwe[i:w;)]， eauwe [jO:W;}]， iuwe [jyW;}， jO:W;}]。

ieuwen [i:w;}n] (←ieu [i:uJ) ，-世紀(複数形)J

priuwe [prjyw;}， prjo:w;}] ，-味わう， ..の味がする」

leauwe [ljo:W;}] ，-信じる」

語中の [w]は [v] とは異なる。

leauwe [ljo:W;}] ，-信じる」くT=>love [lo:v8] ，-ほめる」

② いわゆる「のぽり二重母音」のuo[wo]， oa [wa]の前半部。

fuotsje [fw批判(←foet[fUdt]) ，-足(縮小形)J

boartsje [bwatl;}] ，-遊ぶ」

③ m [m]の直後で [w]が脱落する語がある。

moandei [mandj8， mandi， mEndj;}] ，-月曜日」

moatte [mat8， mwat8] ，-なげればならない」

や;>moanne [mwan;}] ，-月」

④ [w]の直前のw [v]は脱落する傾向がある (Cohenet al. 19782 : 

127)。

woartel [(v)wat;}l] ，-中艮J woarst [(v)wast] ，-ソーセージ」

⑤ auwe [::>U;)] とouwe[::>Ud]ではwの文字は正書法上の便宜であ

り， [w] の発音に対応していない(~ 24 (3)参照)。

.，.. [u]から [8]への移行において弱い [w]が認められるが，これはしぜんなわたり

音であり，とくに表記する必要はない。

flauje [fl5uj;)] ，-静まる，弱まる(不定調)J
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De wyn flauωet [f15uatJ. '風が弱まる(現在形)J

De wyn flauωe [f15uaJ. '風が弱まった(過去形)J

touje [t5ujaJ '寝言を言う(不定詞)J

Hy touwet [t5uatJ. '彼は寝言を言う(現在形)J

Hy touωe [t5uaJ. '1，皮は寝言を言った(過去形)J

⑥ 語頭(単一語の初頭)のwの文字は唇歯摩擦音 [vJであり， [wJ と

は発音しない。これは半母音ではなく，完全な子音である。語頭で

は [wJと [vJの対立がある。

hoart [watJ ，(しばらくの)時間」くi=>wart [vatJ 'イボ」

oarre [waraJ '祖父，祖母」くi=>(jin) warre [varaJ '身を守る」

官語頭のwはかつては両唇摩擦音 [wJだったが，早い時期に唇歯摩擦音 [vJに変化

した。他のwや「割れJ (~10) によって後代に生じた [wJ の音はこの変化を受けて

いない (Cohenet al. 19782 : 125)。

[uJ 音節の後半部。

ieu [i:uJ (ji:w/)， eau [jO:UJ (jjO:W/)， iuw [jyuJ (jjyW/)/ 

[jo:uJ (jjO:W /) : 

ieu [i:uJ '世紀」

ik leau [ljo:uJ (←leauwe [ljd:waJ) ，私は信じる」

ik priuw [prjyu， prjo:uJ (←priuwe [prjywa， prjd:waJ) ，私は味

わう」

~ 13 その他の子音の発音

次の音は他の子音の一種(異音)または複数の子音の組み合わせと解釈さ

れる。

[gJ 日本語のグの音。語頭，あるいは語中でアクセントを持つ音節のは

じめにおいて，有声摩擦音g[γ]のかわりに出る。 g[γ]の一種

(異音)。

g. 

God [gotJ 'ネ申」 gemy [glmiJ 'イ七学」
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begjin [b8gjInJ rはじまり J augustus [JUgOSt8SJ r八月」

[tsJ :破擦音。 /t/と/s/の連続と解釈される。

ts: 

tsiis [tsi:sJ rチーズJ lyts [litsJ r小さい」

grutsk [grOtskJ r誇り高い，高慢な」

m : /s/と/j/の連続と解釈される。
勾-

sjitte [¥It8J r撃つ」 sjonge [¥Ou8J r歌う」

fakansje [f8k5:n¥8J r休暇」

searJe. 

organisearje [::>rγani¥Erj8， •. sI8rj8J r組織するJ¥斗 searje

[sI8rj8J rシリーズ」

[3J : /z/と/j/の連続と解釈される。語頭では出ない。

zJ . 

ruzje [rU:38J r (風などが)カサカサ音をたてる」

horloazje [h81o838， ha.. J r腕時計」

zearje [3Erj8， zI8rj8J : 

sintrifuzearje [sIntrifY3Erj8， .. ZI8rj8J r遠心機で分離する」

[t¥J : /t/と/s/と/j/の連続と解釈される。*[ts-jJ とは発音しないこと

に注意。

tsj : 

tsjerke [t¥Erk8J r教会J tsjok [t¥okJ r厚い」

reitsje [rait¥8， rEI.. J r達する， .. (の状態に)なる」

[d3J : /d/と/z/と/j/の連続と解釈される。語頭では出ない。

dzj: 

siedzje [¥Id38J r種をまく J antwurdzje [5ntvOd38J r答える」
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智 子脅にかんする現象

~14 語末音の無声化 (deeinlOdferskerping) 

{けまとめ

(a) 競慰的な無肉化

ひとつの諾をf砲の語とを5切って単独に発音した場合，

(de obstruint，閉鎖音と醸機資〉は音部来(いわゆる「語末背J，ド.

Auslaut)で対応する無声膏になる。摩携背は草書法でrz別するが(v[vJ 
く吟 f[fJ ; z [zJく士)s [sJ)，閉鎖音は豆到しない。とくに語形変化や語

形成では設惑する必要がある。

CD b [bJ -b [pJ 

stobbe [st偽記「切り株J-stobke [st6pkaJ r切り操{縮小形)J

@ d [d]-d [tJ 
side [sidaJ r蕗J-sydpaad [sitpa:tJ r蕗潜」

窃 v[v]-f出

leave [lidva] r好きな〈変北形)J -leaf [lIdf] r好きなJ

@ z [zJ -s [sJ 

noazich [ぉo，ndX]r鼻音のJ ∞as [noas] 
g [γ]…ch [x] 

lige [li:γ叫「うそをつく

くJ

(b) -ng [u]と [k]の挿入

J -ik 1iich [li:x] r私はうそ

-ng 句]で終わる名請は縮小形(~ 32)で-nkjeとつづり，形饗間派生

心kがつい も-nklikとなる ((2Xa)参擦〉。また，

も必kとなるものがある。

ring [rIuJ…rinkje [rI:okjd] r指輪j

kening [ke:n1uJ r王J-keninkje [ke:n1ukjdJ r玉(縮小形)Jー

keninklik [ke:nIuk1dk] r去のJ-keninkryk [ke:nIukrikJ r玉冨」
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この場合，つづりの上ではgから kへの無声化が起こっているように

見える。しかし，発音上はもとの語形と骨， -lik， -rykのあいだに [k]

が挿入されている。これは語末音の無声化ではなく， [k]の挿入である。

そもそも [u]は障害音ではない。

F 語末音の無声化はドイツ語やオランダ語でも古くから見られるが，西フリジア語では

20世紀になってからおそらくオランダ語の影響によって広まったと考えられる新し

い現象であるo たとえばSipma(1913 : 26)では，語末音の無声化は短母音といわゆ
る「のぼり二重母音」の後でまだ認められていない。

(c) 障害音の連続と無声化

西フリジア語では障害音の連続は有声か無声かに統一されていなけれ

ばならず，語末音での障害音の連続は全体で無声音になる。前半部が有

声摩擦音である場合には，無声化は(a)と同様に正書法で表記するが，例

外的に -gd[xt]はキーchdとはつづらない。

love [lo:va] ，ほめる(不定詞)J→doloofst [lo:fst] ，君はほめる」

gnize [gni:za] ，噺笑する(不定詞)J→{do/hy}gniist [gni:st] 

，{君/彼}は噌笑する」

doge [do:γa] ，役に立つ(不定調)J→hydoocht [do:xt] ，彼は役

に立つ」

次の語の正書法に注意。

doogd [do:xt] (←doge) ，役に立った(過去分詞)J

jeugd [jo:xt] ，若さ」

(2) 個々の例外

(a) 有声閉鎖音ではじまる接尾辞

西フリジア語では障害音の連続はともに有声音か無声音のどちらかで

なければならないため， -de [da] (名詞派生)， -ber [bar] (形容詞派生)

のように有声閉鎖音で始まる接尾辞が後続する場合には，障害音は無声

化を起こした音としては現われない。

leafde [lIavda] ，愛J (←leaf [lIaf] ~leave [lIava] ，好きなJ)
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draachber [drá:γb~r] 1携帯可能なJ (←drage [drã:y~] 1運ぶJ)

斜形響調祇生護羅講-lik[l<>k] 

①燕声先が起とる場合

無声イむが起こるのが親則的である。

beweechlik [b<>ve:xl<>k] 1動かしやすいJ(←bewege [b<>ve:抑F動
かすJ)

behaachlik [b~hã:xl<>k] 1快適なJ (← behaagje 缶詰ゑ;γj~] 1..の

気に入るβ

freeslik [fré:sl~k] 1恐ろしいJ (←freezje [fr念日] 1恐れるJ)

leafIik [IÍ~日<>k] 1愛らしいJ (←leaf [lI~fl''-'leave [lÍ~v<>J r貯き

なJ)

e議声化が組こらな (Van der長'leer/DeGraaf 1986 : 314， 

Tiersma 1985 : 30) 

もとの語形が/d/で終わる場合には，無声fとが結こらないことが多

し〉。

dudlik [dydl<>k] らかなJ tydlik [tidbk] 1一時的な」

gaadlik [ga:dl<>k] r適惑なJ nuodlik [nwodl<>k] r危ういJ

その俄の音で終わる場合にも無声化が起こらない語がある。

mooglik [mo:γl<>kJ r可能なJ (オランダ語mogelijk[mo:γalak] 

の彰響とも考えられる)

deeglik [de:γlakJ (degelik [櫛;γ~lak])γ盤実な」

首これは無声摩擦三否定宝肉化(~ 19)によって夜鈎化したものではない。

『オランダ諮ではdと-lijkのあいだにe[~J そ挿入する。

duidelijk [dæyd~l~kJ r明らかなJ tijdeIijk [Wd~lekJ r一時的なJ

。(1)で述べたように，形容語掠生譲尾辞剛lik[1akJの寝前で引g[u] 
が-nk[Uk]となるのは無声化ではなく， [叫の挿入である。

δfhinklik b:hIuk1ak] r依存したj←δfhingje[5:h1ujaJ r依存するJ

oarspronklik [oa(r)sprouk1ak] rもとのJ+-oarsprong [oa(r)sprou] 

「童話諌J
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... -n [n] とーlikのあいだにt[t]が挿入される語もある。ドイツ語も同様。オランダ

語との相違に注意。

西フ.巴igentlik[ai Y<lntl<lk， Ei..] ，-本当の」

(オ.eigenlijk [Ei Y<lnl<lk] ド.eigentlich [aIg<lntlIc]) 

西フ.wezen(t)lik [VE:z<ln(t)l<lk] /w巴zen(t)lik[ve:..] ，-現実の」

(オ.wezenlijk [ve:z<lnl<lk] ド.wesentlich [ve:z<lntlIc]) 

オランダ語でも古くはtが挿入された語形が見られたが，現在ではーlijkの直前の音

節にアクセントのあるわずかな語に e[<l]を伴った形で残っているにすぎない

(Van Lo巴y1970. : 198 f. )。

オ.ordentelij k [コrdEnt<ll<lk]，-正式の」

(西フ.ordintlik [コrdintl<lk] ド.ordentlich [5rd<lntlIc]) 

鼻音-m[m]とーlikのあいだにわたり音としての子音 ([p]など)が挿入された語

形を表記している例はない (Visser1988 b : 15)。

( c) 名詞派生接尾辞ー(n)er

名詞派生接尾辞-erは語幹がd [d]で終わる場合には -nerとなるこ

とがあるが，語幹の d[d]は無声化しない。

widner [vIdndr] ，男やもめJ (←widdo [vIdo] ，未亡人J)

byldner [bildnar]' (貨幣の)肖像のある面J(←byld [bilt] ， /bild/ 

't象J)
reedner [re:dndr] ，演説者J (← rede [話:dd]，演説J)

moardner [mwadndr] ，殺人者J (← moardzje [mwad3d] ，人殺

しJ)

F オランダ語ではdと nerのあいだに e[ョ]を挿入する。

オ.beeldenaar [be:ld<lna:r] ，-(貨幣の)肖像のある面」

moordenaar [mo:rd<lna:r] ，-殺人者」

redenaar [re:d<lna:r] ，-演説者」

ドイツ語でもこの場合には無声化が起こらない。

ド.Bildner [bildmr] ，-彫刻家」

Redner [r邑:dn<lr]，-演説者」

(3) 縮小形接尾辞ーje[jd]と動詞派生接尾辞 -je[jd]での相違

語末音の無声化は縮小形接尾辞廿 [jd]の直前では起こるが，動調派生

接尾辞ーje[jd]の直前では起こらない。
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seachje [SI;;lXjd] (← seage [SIdYd]) rのこぎり(縮小形)J

や)seagje [sbγjd] rのこぎりをひく」

paadsje [pa:t)d] (← paad [pa:t]， /pa:d/) r小道(縮小形)J

宇)paadzje [pa:d3d] r小道を作る」

縮小形接尾辞-jeの直前で無声化が起こるのは例外的であり，注意を要

する。

縮小形では短母音化(~ 9)を伴うことがあるが，派生動詞では短母音化

は起こらない。これは，西フリジア語では有声の摩擦音が語中の短母音の

直後で現われることが稀であるためである。

bledsje [bl批判(←bled[blε:t]) r葉(縮小形)J

く二今 bledzje[blE:d3d] rページをめくる，葉をつける」

rychje [rixjd] (← rige [ri:Yd]) r列(縮小形)J

ぐ=>riigje [ri:γjd] r並ぶ」

F 両者のあいだではっきりした相違があることについては説明を要する。 Tiersma

(1979 : 156)は縮小形と派生動詞のあいだで語の構成に差があるのが原因であると述

べている。すなわち，縮小形では-jeが語境界(エ.word boundary)を形成し，ーje

の前の要素の独立性が強いために無声化が起こるのにたいして，派生動詞ではーjeが

形態素境界(エ.morpheme boundary)を形成し，代の直前の要素が語としての独

立性が弱く，派生動詞全体で1語と意識されているために無声化が起こらないとい

う。しかし，この区別は走塁意的であるように思われる。本書では，西フリジア語の語

末音の無声化は語境界や形態素境界とは無関係であり，音のレベルでの規則であると

みなす立場をとる (Visser1989参照)。

派生動詞seagje[sÍ~γj~] ， paadzje [pã:d3~] (訳語省略)では音節の境界が [(sId)

(γj~)] ， [(pa:) (d3~)] となるので，当然，無声化が起こらない。それにたいして，縮

小形seachje[sÏdxj~] ， paadsje [pã:tl~] (訳語省略)で無声化が起こるのは，縮小形

接尾辞ーje[j~] が本来J子音+ーje' の変種であり，その直前に音節の切れ目があるた

めと考えられる。すなわち，西フリジア語の縮小形には-ke[k~] ，ーtsje [tl~] (← 

[tsjョ]， /tj~/) ，ーje [j~] の 3 種類があり(~ 32)，後続する子音の種類によって使い

分けられる。ーje[j~] は軟口蓋音 [k] ， [x]， [γ]， [日]の直後で用いられるが，こ

れはーtsje/tj~/ (→ [tsj~] → [tl~] 破擦音化~ 18 (5))の/t/が脱落したものとみな

すことができる。つまり，軟口蓋音 /γ/ に後続する形として縮小形接尾辞 /tj~/ が選

ばれ，音節の区分(分節化desyllabifikaasje)とそれに伴う語末音の無声化のあと

で /t/ が脱落して [j~] と実現されると考えれば，例外的な縮小形での無声化が説明
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できる。具体的には次のようになる。

[SIdytj8]→[(sIdy)(tj8)]→ [(sIdX)(tj8)]→ [SI8xj8] seachje 

[pa:dtj8]→[(pa:d)(tj8)]→[(凶:t)(tj8)]→ [pa:tj8]→ [pa:tSj8]→ [pa:t¥8]paadsje 

ちなみに， Van der Meer(1990)は， Van Loey(1970B : 229)がオランダ語の koninkje

[ko:nIllkj8] (←koning [ko:nIll]) r王(縮小形)Jのような語形を ngがかつて [llk]

の音だったことから， -k-tj巴のように [tj8]の付加と後の時代でのtの消去から導く

説明をしているのに従って，これを西フリジア語についても適用できるとしている

が， [tj8]から [j8]が導かれるのを歴史的な現象ととらえている。また，語末音の

無声化を純粋な音韻規則であるともみなしていない。

F ドイツ語の語末音の無声化 (Auslautverhartung)には形態音素論(ド.Morpho-

phonemik)的な性格がある。たとえば，次の語では音節境界(ド.Silbengrenze) 

と形態素境界(ド.Morphemgr巴nze)が一致した場合にのみ無声化が起こっている

(Ten Cate/J ordens 1990 : 63 f. )。

Regler [re:gI8r] r調節器J (←regeln [r色:g81n]r調整するJ)

φreglos [re・klo:s]r不動のJ (←regen [re:g8n] r動かすJ)

ubrig [y:brIc] r余りのJ (←uber [y:b8r] r余ってJ)

特 ublich[y:plIc] r通例のJ (←油田 [y:b8n]r訓練するJ)

~ 15 rの脱落

(a) 語中での rの脱落

子音r[r]は単一語において歯茎音 [s]，[z]， [1]， [d]， [t]， [n]の

直前で脱落する。

『‘soldaten'と覚えると便利。

kers [kf:s] ，-ろうそく」

ferzen W::z;m] (←frieze [fri;:Jz;:J] ，-凍る(過去分詞)J

kerl [kd] ，-核J gerdyn [g;:Jdin] ，-カーテン」

kikkert [kIk;:Jt] ，-カエルJ bern [be:n] ，-子供」

最近の外来語にはつづりどおりに発音して rが脱落しないものがあ

る。

persoan [p;:Jrso;:Jn] ，-人，人称J persint [p;:JrsInt] ，-パーセント」

perzik [pErz;:Jk] ，-桃J ordint1ik [::>rdIntl;:Jk] ，-正式の」

sport [sp::>rt] ，-スポーツJ dessert [desErt， d;:J..] ，-デザート」
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modern [modErn] ，-現代的な」

f 次の語では語中音の[;}]だけでなく， [t]の前でrもつづりの上で脱落している。

siktaris [sIkta:r;}s] (sekretaris [sIkr;}ta:r;}s]) ，(地方自治体の)書記官」

siktarij [sIkt;}rfi] (sekretary [sIkr;}tari]) ，(地方自治体の)書記局」

(b) 語形変化でのrの脱落

①名詞複数形・属格

bakker [bakdr] ，-パン屋」→bakkers[bakds] (Tiersma 1979 : 

140) 

② 形容詞の比較

fier [fiClr] ，-遠い」比較級 fierder[fjIdClr]一最上級 fierst

[fjIst] 

③ 動詞人称変化

farre [farCl] ，-船で行く」

現在形 ik far [far] 

do farst [fast] 

hy fart [fat] 

wy farre [farCl] 

過去分詞 ik bin fearn [fICln] 

( c) 派生語と合成語でのrの脱落

派生語と合成語では微妙な場合がある。
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① 接頭辞fer-，foar-， oar-， oer-， wer-による派生語

[h]を除くすべての子音の直前で，一般に rは脱落する。

fer-: ferlieze [fClliClZCl] ，-失う J ferkeapje [fClkbpjCl] ，-売る」

foar-: foarnaam [fClna:m] ，-身分の高い」

foarby [fwabEi， fCl..] ，-を通り過ぎて」

oar-: oarloch [oClbx] ，-戦争J oardiel [oCldiCll] ，-判断」

oer- oersmite [uClsmitCl] ，-向こうへ投げる」

oerbetterje [uClhEtClrjCl] ，-直し過ぎる」

wer-: werjaan [vEja:n] ，-返すJ werkomme [vEkomCl]'-戻る」
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母音と子音 [h]の直前ではrは脱落しない。

ferienje [farianja] ，-統一するJ ferhaal [farha:l] ，-物語」

foaral [fwar51， far51， fr::>l] ，-まず、第ーに」

foarhinne [fwarhIna， far..， far..] ，-以前」

oerien [uarian] ，-一致した」

かちな」

werom [varom] ，-戻って」

oerhastich [uarhastax] ，-せっ

werhelje [vErhElja]'-取り戻す」

.... rが母音の直前で脱落しないのは，母音の連続(ithiaat)を避けるためと考えられる。

rが [h]の直前で脱落しないのも， [h]の音が弱いために rを介して母音の連続を

避けようとするためと思われる。

② その他の派生語と合成語

その他の派生語では個々の語棄によって差があり，微妙である。合

成語の第1成分では起こらないことも多い(Tiersma1979 : 142)。

earlik [I;;ll;;lk] ，-誠実なJ(Sipma 1913 : 141， Tiersma 1979 : 141) 

skoarstien [skwa¥an] ，-煙突」

〈吟modderdyk[modardik] ，-舗装していない道J (Fokkema 

19672 : 32) 

Nederlan [ne:darb:n] ，-オランダ」

Easternijtsjerk [jεst;;lrnEit¥Erk] ，-イエステルネイチエルク(地名:

オ.Oosternijkerk オーステルネイケルク)J

③ その他の傾向

一般にrはアクセントのない音節 (Fokkema19672 : 32)ゃくだり

二重母音と長母音の直前で脱落しやすく，いわゆる「のぽり二重母

音」と短母音の直後で脱落しにくい傾向がある (Boelens1952 : 59 

f.)。話しかたによって差が生じることがあり，方言差もある(ib.60， 

63)。

(d) 単語聞でのrの脱落

次の語ではとくに早口で発音した場合， h [h]を除くすべての子音の

直前でrが脱落することがある。
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前置調 foar [fwar， far] r の前にJ oer [U8r] r..の上方に」

副詞 der [dε(:)r] rそこUこJ hjir [jlr] rここに」

wer [VE:r] rどこにJ wer [VEr] rふたたび」

接続調・副調 mar [mar] rしかし;ちょっと，まあ」

foar jo [fwa jo:u， fa. .] (Sipma 1913 : 23) rあなたのために」

oer seizenωsaiz8n， .. seiz8n] (ib. 23) r 7時すぎに」

Hjir mar delsette! [ji ma dElSEt8] (ib. 23変更)，-ちょっとここ

で下ろして!J 

~ 16 二重子音の縮約 (dedegeminaasje) 

(a) 同一子音の連続の縮約 (C1+C1→Cr)

西フリジア語にはオラン夕、語と同様に同ーの子音(C:子音)の連続が

なく，ネッシン(熱心)，キッテ(切手)のような日本語の促音にあたる

発音がない。次のような動調・形容調の語形変化や語形成では，二重子

音は単子音に縮約して発音される。語形変化では同一子音字の場合，正

書法でも縮約して単子音として表記する。

① 語形変化:正書法でも表記

hy yt-t→hy yt [it] ，-彼は食べるJ (←ite [it8] ，-食べるJ)

hy bid-t →hy bidt [bIt] ，-~皮は祈る J (←bidde [bId8] ，-干斤るJ)

do ferlies-st→do ferliest [f81I8St] ，-君は失う J (←ferlieze 

[f81I8Z8] ，-失うJ)

kreas-st → kreast [krI8st] ，-もっともすてきなJ (← kreas 

[krI8S] ，-すてきなJ)

② 語形成

op-passe →oppasse [6P::>S8] ，-注意するJ(Fokkema 19672 : 143) 

ut-teare→utteare [ytI8r8] r (たたんだものを)広げるJ (ib. 149) 

molk(e)-karre→molkkarre [m51kar8] ，-牛乳運搬車J (ib. 141) 

soks-sa-wat→sokssawat [sδksav::>t] rそのようなこと」

al-lang → allang [ヨlau]rず、っと長い間J (ib. 143) 
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un-noazel→ unnoazel [uno;ndl] r愚かなJ Cib. 149， Zantema 

1984: 1117) 

ut-drage→utdrage [ytdra:Yd]→ [yddra:Yd]→[テdra:Yd]r運

び出すJ (Boersma/Van der W oude 19812 : 65変更)

(b) 同一子音群の連続の縮約 (CiCj+CjCj→CjCj)

同一子音の連続だけでなく，同一子音群の連続もひとつの子音群に縮

約される (Hoekstra1986 : 51)。

do rest-st→do restst [n::st] r君は休むJ(←reste [rE:std] r休むJ)

rest-stee→reststee [rE:ste:] r休憩所」

post-stimpel→poststimpel [p5stlmpdl] r消印」

fisk -skjirre→fiskskjirre [fIskjIrd] r干物の魚を切るはさみ」

fyts-tsjil→fytstsjil [fi吋Il]→ [fit¥Il]r自転車のタイヤ」

S 17 tの脱落

他の歯茎音と連続する tはさまざまな条件のもとで脱落することがある。

以下におもな場合を分類して示す。

(1) [tJ (語幹末)+ [stJ (語尾・接尾辞)→ [stJ

語形変化や派生語において，語幹末の [t]に [st]で始まる語尾や接尾

辞が後続すると，語幹末の [t]が脱落する (Hoekstra1986)。

(a) 個々の用例

① 動詞人称変化:-st 

do yt-st→do ytst [ist] r君は食べるJ (←ite [itd] r食べるJ)

do tocht-st→do tochtst [t::>xst， tコkst](←tinke [tIUkd] r考え

るJ)

do bid-st→do bidst [bIst] r君は祈る J (←bidde [bIdd] r祈る J)

do skeld-st→do skeld-st [skElst] r君は叱るJ(←skelde [skEldd] 

「日七るJ)
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② 形容詞最上級:-st 

bot-st→botst [bost] 1もっとも鈍いJ (←bot [bot] 1鈍いJ)

licht-st→ lichtst [lIxst， lIkst] 1もっとも軽いJ(←licht [lIxt] 1軽

しユJ)

geleard-st→geleardst [galIast] 1もっとも学識のあるJ (←geleard 

[galIat] 1学識のあるJ)

frjemd-st→frjemdst [frje;mst] 1もっともなじみのないJ (← 

frjemd [frjEmt] 1なじみのないJ)

『次の例に注意。

leaf-st→leafst [Ij Est， ljコ:ustJ'いちばん..(したい)J(←graach [gra:xJ '好ん

でJ)斡 leaf-st→leafst[1I;)fstJ 'もっとも好きなJ(←leaf [1I;)fJ '好きなJ)

③ 序数調:もte

hunderd -ste→hunderd [hundasta] 1百番目のJ (←hunderd 

[hundat] 1百J)

acht-ste→achtste [axsta， aksta] 18番目のJ (←acht 18 J) 

④ 女性名詞派生接尾辞:-ster 

fjocht-ster→fjochtster [fjoxstar， fjokstar] 1女性のフェンシング

の選手J (←fjochter [fjoxtar] 1フェンシングの選手J)

arbeid-ster→arbeidster [arbaistar， .. bEi..] 1女性労働者J (← 

arbeider [arbaidar， .. bEi. .] 1労働者J)

⑤ 地名の形容詞化・住民を表わす名調化の派生接尾辞:もter

Dracht-ster→ Drachtster [draxstar， drakstar] 1ドラハテンの

(人)J (←Drachten [draxt叩]1ドラハテンJ)

Earnewald-ster→Earnewaldster [jwav5:star] 1イェネヴォーデ

の(人)J (←Earnewalde [jwav5:da] 1イェネヴ、ォーデ(オ.Eerne-

woude エールネヴァウデ)J) 

(b) tの脱落が起こらないもの

tの脱落は上述の条件のもとでの語形変化や派生語に限られる。
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① 語幹が [tsJを含む場合

もともと語幹に子音連続 [tsJがある場合には， tは脱落しない。

hy fyts-t→hy fytst [fitstJ r彼は自転車に乗るJ (←fytse [fitsaJ 

「自転車に乗るJ)

do fyts-st→do fytst [fitstJ r君は自転車に乗る」

ただし，次の語は例外。

Iyts-st→Iytst [Iist (稀 litst)J rもっとも小さいJ (←Iyts [IitsJ 

「小さいJ)

② 合成語

合成語の成分どうしの境界ではtの脱落は起こらない (Hoekstra

1986 : 49)。

bried-stoel→briedstoel [brjItstual， briat.. J rひじ掛けいす」

③ -straで終わる名字

名字(家族名，姓)に用いられるもtraではtの脱落は起こらない。

元来， -straは属格複数形語尾に由来するが，今日ではそのような意

識はなく， -straを含む名字全体で 1つの単一語になっている

(Hoekstra 1986 : 53)。

Koatstra [koatstraJ rコアツトラ」

Bandstra [b5ntstraJ rボンツトラ」

( c) 類似した現象

si1le [sIla J r だろう」と wolle[volaJ r したい」では2人称単数

形の語尾引の前で語幹末の凹が脱落する。それ以外の動調(助動調)

では脱落しない。

do sil-st→do silst [sIstJ r君は..だろう」

do wol-st→do solst [vostJ r君は..したいようだ」

くこ今dotil-st→do tilst [tIlstJ (キ[tIstJは不可)r君は持ちあげるJ)

(←ti1le [tIlaJ r持ちあげるJ)

口語では次のような例も見られる。

do doch-st→do dochst [dostJ ([doxst， dokstJ) r君はするJ (← 
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dwaan [dwa:n] rするJ)

(2) [sts]→ [ss]→ [s] 

(a) 動詞派生接尾辞村:/stj8/→ [StSj8]→ [SSj8]→ [Sj8]→ [¥8] 

[st]に動詞派生接尾辞廿日8]が後続すると， [.. tj8] という子音の

連続を嫌って破擦音化(~ 18 (5))を起こし([.. tSj8]) ，全体で [sts] と

いう連続が生じるので，これを避けて [t]が脱落する (Visser1993 : 

123 ff. )。

feest-je→feestje [fe:¥8] r祝う J (←feest [fe:st] r祝祭J)や)ik

feeste [fe:st8] r私は祝った(過去形)J

([抵抗j8]→ [fe:stSj8]→ [fe:sSj8]→ [fe:sj8]→ [fe:¥8]) 

hoast-je→hoastje [Wa¥8] rせきをするJ(←hoast [wast] rせきJ)

く斗ikhoaste [WaSt8] r私はせきをした(過去形)J

([ WaStj8]→[  WaStSj8]→[  WaSSj8]→[  WaSj8]→[  Wa¥8]) 

① 例外 :kの挿入を伴うもの

次の語ではstとーjeのあいだにkが挿入されている。 tの脱落は後

続する骨に伴う破擦音化によって生じる [sts]によるものではな

く，変化形のすべてに通じて tの脱落が見られる。

fust-k-je → fustkje [fuskj8] r握手するJ(←fust [fust] r握りこぶ

しJ) ~ik fustke [fusk8] r私は握手をした(過去形)J

② tの脱落にあてはまらない条件の場合

語幹末が‘s以外の子音+t'の場合には，破擦音化だけが起こり， t 

の脱落は起こらない。つづりの上でも語幹にもjeが付加される。

wacht骨→wachtsje[Vaxt¥8] r待つ」

([ Vaxtj8]→ [VaxtSj8]→ [Vaxt¥8]) 

krant骨→krantsje[kr5nt¥8] r新聞を読むJ(←krant [kr:mt] r新

聞J)

( [kr5ntj8]→ [kr5ntsj8]→ [kr5nt¥8] ) 

語幹末が‘子音+t'以外で終わる場合には，破擦音化も tの脱落も
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起こらない。つづりの上でも語幹に -jeだけが付加される。

Gin) skamヤ→skamje[skamjd] ，-恥じる」

(b) 縮小形ー(ts)je(←/tjd/) : /sttjd/→ [SttSjd]→ [StSjd]→ [SSjd]→ [Sjd] 

→ [¥d] 

[t]で終わる名詞では縮小形接尾辞として恒je[tSjd] (→[t¥d] )が選

ばれる (932参照)。これは本来， [tjd] という子音の連続を嫌って破擦

音化を起こしたものだが，この結果， [st]で終わる名詞では [sts] とい

う子音の連続が生じ， [t]が脱落する (Visser1993 : 125 f. )。つづりの

上では語幹に骨が付加されたように見える。

feest-tsje→ feestje [fe:¥d] (←feest [fe:st] ，-祝祭J)

( [fe:sttjd]→ [fe:sttSjd]→[fe:StSjd]→ [fe:sSjd]→ [fe:sjd]→ 

[fe:¥d] ) 

①例外:-keを選択するもの

ー(ts)jeのほかに -keを伴う形をもっ語が多い。“keを選択する場合に

は，縮小形接尾辞の語形が決定する前に(以下の用例では抽象的な

形として「縮小」と示す)tが脱落し，その後でsに後続する語形と

して -keが選ばれる (932参照)。

fust-tsje→fustje [fU¥d] (← fust [fust] ，-握りこぶしJ)

( [fUSttjd]→ [fUSttSjd]→ [fUStSjd]→ [fUSSjd]→ [fUSjd]→ [fU¥d] ) 

くi=>fust-ke→fustke [fusb] (同上)

( [fust-縮小]→ [fus-縮小]→ [fuskd]) 

F この場合のtの脱落はここでの条件以外で起こっている。 (a)①fustkje[印刷ョ]，握

手する」を参照。

次の諾はsのかわりにfを含んでいるが，同様の現象が見られる。

skoft-ke→skoftke [skofk;J] (←skoft [skoft] ，休憩J)

一方，次の場合には語幹末のtにstで始まる語尾や接尾辞が後続しないので，(1)に該

当せず， tは脱落しない。縮小形接尾辞はーtsje[t¥;J] (/tj;J/)が選ばれる。

skoft-tsje→skoftsje [skoft¥;J] (←skoft [skoft] ，休憩J)

( [skofttj;J]→ [skofttsj;J]→ [skoftsj;J]→ [skoft¥;J] ) 

次の語はー(ts)jeを欠き， -keだげしかない。

winst-ke→winstke [v邑:nsk;J] (←winst [ve:nst] ，利息J)
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([ vinst-縮小]→ [v邑:nst_縮小]→[ve:ns-縮小]→[ve:nsk;J]) 

『上記の場合と類似した用例として次の語を挙げておく。

lamp-ke→lampke [Iamk;J] (←lampe [Iamp;J] ["ランプ，電灯j)(Zantema 1984 : 

553) 

件 lamke[Iamk;J] (←laam [Ia:m] ["小羊j)

② tの脱落にあてはまらない条件の場合

語幹末が‘s(または f)以外の音+t'の場合には，ふつう破擦音化だ

けが起こり， tの脱落は起こらない。つづりの上でも語幹に吋e

(←-tsje)が付加される。

praat-tsje→praatsje [pra:t¥a] (←praat [pra:t] ，-おしゃべりJ)

( [pra:ttja]→ [pra:ttsja]→ [pr乏:tsja]→ [pra:t¥a]) 

tint(e)圃tsje→tintsje [tint¥a] (←tinte [tinta] ，-テントJ)

( [tint(a)tja]→ [tinttsja]→ [tintsja]→ [tint¥a] ) 

③副詞拡張語尾崎(ts)jes

副詞拡張語尾ー(ts)jesも‘縮小形接尾辞十s'としてとらえられる。

just [jost] ，-まったしまさに;ちょうど」→justjes[jO¥as] ，-同左」

くi=>even [e:van]/effen [l'Jan] ，-ちょうど，まさに，ちょっと」→

even-tsjes [e:vant¥as]/eefkes [ε:fkas]/efkes [EfkaS] ，-同左」

『形容詞派生接尾辞ーlik

類似した例として，形容詞派生接尾辞ーlikでは [st]+日]でtの脱落が見られるこ

とカ宝ある。

kristlik [krIs(t)l;Jk] ["キリスト教(人)のj (WFT 11 : 341) 

kostlik [k5s(t)l;Jk] ["おいしい，すばらしいj (WFT 11 : 264) 

(c) -estjeで終わる外来語

語形変化や派生語以外の場合として， -estje [t¥a]で終わるオランダ

語(オ.-estie [tsti-])からの借用語がある。西フリジア語では無アクセ

ントの/i/は [ja]となるので(Visser1992) (口語では [i]も可。例:

middei [midja， .. di] ，-昼，午後J)，[tsti]は破擦音化を経て [tstsja]

となって [sts]の連続が生じ，tの脱落が起こる (Visser1993 : 126 f. )。

kwestje [kwt¥a] ，-用件， トラフツレJ (オ.kwestie [kwtsti -]) 
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([kwtstj;)]→ [kwtstsj;}]→ [kwtssj;}]→ [kwtsj;}]→ [kwt¥;}] ) 

suggestje [sogt¥;}] r示唆J(オ.suggestie [syγtsti 0]) 

([sogtstj;) ]→ [sogtstsj;}]→ [sogtssj;}]→ [sogtsj;}]→ [sogt¥;}] ) 

『ー巴stjeで終わる外来語ではないが，語形変化や派生語以外の場合として，次の語では

tの脱落が見られる。

posts巴gel[p5se: YdI] r切手J(Visser 1993 : 129) 

( [p5stse: YdI]→ [p5sse:四1]→ [p5se:Ydl])

この語は‘postr郵便物J+s巴gelr印という合成語としての意識が薄れ r切手」

という意味の単一語ととらえられていると考えられる(今日では「切手」は「印」で

はない)。

(d) tの脱落が起こらない場合

語形変化や派生語では上記の(a)(b)の場合を除いて， tの脱落が起こら

ない。

① ‘不定代名詞+形容調ぷ (Visser1993 : 128) 

wat robust-s→wat robusts [robysts] r何かしっかしりしたもの」

(←robust [robystJ rしっかりしたJ)

wat fest-s→wat fests [fc:sts] r何か堅固なものJ(←fest [fc:st] 

「堅固なJ)

② 名調派生接尾辞-sel(Hoekstra 1986 : 48) 

opbest-sel→opbestsel [ob;}sts;}l] r縫い上げ，タックJ(←opbeste 

[ob;}st;}]/opbestje [ob;)¥;}] r縫い上げるJ)

(3) t (語幹末)+副調派生接尾辞 -5→ -5

接尾辞司Sによって派生した少数の副調ではtの脱落が見られる。接尾

辞 -sは今日では生産'性を失っており，派生によって生じたという意識が薄

く， -chts-を含む語素的に固定した少数の語にとどまる。

sachts [saxs， saks] r静かに，文句を言わずに，少なくとも，いず

れにせよ」

unferwachts [unf;}vaxs， .. vaks] r不意に」

nachts [naxs， naks] r夜にJ(←nacht [naxt] r夜J)
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rjochts [rjoxs， rjoks] ，-右に(副調);右利きの(形容調)J

(a) tの脱落が起こらない場合 (Hoekstra1986 : 48) 

語形変化や副詞派生接尾辞-s以外の派生語では，上記の場合を除いて

tの脱落が起こらない。

① ‘不定代名調+形容調 -s'

(wat) licht-s→ (wat) lichts [lIxts] ，-何か軽いものJ (←licht 

[lIxt] ，-軽いJ)

(wat) frjemd-s→(wat) frjemds [frjεmts] ，-何かなじみのないも

のJ (←frjemd [frjEmt] ，-なじみのないJ)

② 名詞派生接尾辞-sel

oerprint -sel→ oerprintsel [白prlnts81]，-抜き刷り J(←oerprintsje 

[白prlnti8]，-抜き刷りを印刷するJ)

③ 形容詞派生接尾辞-sum

betocht-sum→betochtsum [b8t5xts8m] ，-思慮深いJ (←betocht 

[b8t5xt] ，-気にかけているJ)

arbeid引 1m→ arbeidsum[arbaits8m， .. E:i..] ，-勤勉なJ(←arbei-

dzje [arbaid38， .. EI..] ，-働く J)

④ 形容詞(名詞)派生接尾辞-sk[s(k)] (~18 (2)参照)

pro叫te白st凶an凶1式t

[protEs坑ta釦n此l此t]，-プロテン夕ントJ)

sted-st→stedst [stEts(k)] ，-都会的なJ (←sted [StE:t] ，-都市J)

B目ilt

(の)J(←It Bi1d [8d bilt] ，-エド.ピlルレト (オ.Het Bi日ld批t エド.

ビルト)Jβ) 

Sweed-sk→ Sweedsk [swe:ts(k)] ，-スウェーデンの，スウェーデン

語(の)J (←Sweden [swe:d8n] ，-スウェーデンJ)
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~ 18 その他の子音の脱落と変化

(1) 異化 (dedissimilaasje) 

ch [x]にs[s]が続くと，摩擦音の連続を避けて，ドイツ語のように

chs [ks] という発音になることがある。

heechst [he:xst， he:kst] (←heech [he:x]) iもっとも高い」

do liichst [li:xst， li:kst] (← lige [li:γ8]) i君はうそをついている」

achtste [axSt8， akst8] i第8の」

この現象はオランダ語の影響もあって少なくなりつつある。 chs[XS] 

はchs[ks]となり得るが，義務的に chs[ks]である必要はない。

(2) 形容詞派生接尾辞引の発音

(a) -sk [sk] と発音するもの

形容詞を派生する接尾辞-skは，アクセントをもっ音節で終わるたい

てい 1音節の形容調(約30個)ではつづりどおりに sk[sk]と発音する

(Van der Meer 1988 : 125)。

aldsk [コ:tsk]i老けた」 grutsk [grOtsk] i誇った，高慢な」

bernsk [be:nsk] i子供っぽいJ praatsk [pra:tsk] i話し好きな」

(b) かならずしももk[sk] と発音しないもの

その他の形容調 (i..語」という名詞としても用いる)では [s]と発音

するのがふつうである。

Dutsk [dyts(k)] iドイツの:ドイツ語(の)J

Ingelsk [IU81s(k)] iイギリスの;英語(の)J

typysk [tipis(k)] i典型的な」

変化語尾 -e[8]がついても同様である。

Dutske [dyts(k)8] (←Dutsk) Ingelske [IU81s(k)8] (←Ingelsk) 

typyske [tipis(k)8] (←typysk) 

Frysk [frisk] iフリースラントの，フリジア語(の)Jだけは例外的に

[k]を発音する傾向があるが，じっさいにはFrysk[fris]という発音

も広く行なわれている。
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(めさそ態いて，一般にぷ王というつづりは現状にそぐわず，縫合的である

といえる (Vander班eer1987 : 129 f. )。ただし，最近の務い世代で

は-sk[sk]というつづりに欝饗された発替が増えてきている。

(c) 合成語

合成語ではFryskも含めて上記持の語では一需にkを蓄とす。

Duts陰口 [dytsb:nJrドイツ」

Ingelsman [Iualsm:mJ rイギリス人j

Fryslan [frisb:nJ rフリースラントJ

(3) dの脱落

‘{ea [IaJ/ie [ia]}十d'で終わる 1背節の語および合或懇の成分では，

米のdが脱落することがある。語末以外ではdは保たれる。

dea [dlaJ r死んだ;死J deab甜 [dIabe:tJr死の床J

<=> deade [dIada J I死んだ{変化形);死者」
kwea [kwlaJ I惑い;悪」

<=> kweade [kwIadaJ r悪い{変色形); 
underskie(d) [undarskia的]r区別，相違J

<=> Underskiede [undarskiadaJ r区践する」
trie(d) [tria(t)J r糸」や)triedden [trjIdanJ r糸{複数形)J

or hie [hi;}] rもっていたJ. wie [vi;}]に.だったJなどの語形については(4Xb)参照。

(4) dの挿入

(a) 語務変化と dの挿入

語幹がr[rJで餐わる語では，主妻罷辞-er[arJ (形容認比較級，名詞

派生)の護誌でd[討を挿入する。

tsjuster [t¥ostar ] tsjusterder [t¥ostadar] rより曜いJ

hiere [hiaraJ I愛す」吋hierder民おおrJ

語幹が1[1]，れ [nJで鰐わる語では次のようになる。
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① dの挿入が任意である語

spylje [spiljd] r (競技，演奏などを)する」

→spiler [spildr] /spylder [spilddr] r競技者，演奏者など」

② d の挿入の有無が決まっている語(~ 35参照)。

min [mln} r悪い」→minder[mInddr] rより悪いJ (*minnerは不

可)

tsjoene [t¥Udlld] r魔法をかける」→tsjoender [t¥白nddr]r魔法使

いJ (*tsjoenerは不可)

ynwenje [inVe:njd] r居住する」→ynwenner[inVe:lldr] r居住者」

(*ynwenderは不可)

(b) 単語間での発音上のdの挿入

一部の動詞の二重母音を含む 1音節の過去形は 3人称代名調連接形

er [dr] r彼(主格)Jが後続すると，発音上， [d]がそのあいだ、に挿入さ

れることが多い。

hie [hid] +er [dr]→hie er [hidddr] (←hawwe [havd]) r彼は

もっていた」

wie [Vid]十er[dr]→wie er [vidddr] (←weze [Vt:Zd]) r彼は..

だ、った」

die [did]十er[dr]→die er [didddr] (←dwaan [dwa:n]) r彼は

した」

stie [Stid] +er [dr]→stie er [stidddr] (←steane [Stblld]) r彼

は立っていた」

koe [kUd] +er [dr]→koe er [kudddr] (←kinne [kInd]) r彼

は..できた」

woe [VUd] + er [dr]→woe er [vudddr] (←wolle [vold]) r彼

は..したかったのだ」

soe [SUd] +er [dr]→ soe er [SUd白r](←sille [sIld]) r彼は..か

もしれない」

sei [sai， se:i] +er [dr]→sei er [saiddr， se:iddr] (← sizze 
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[SIZ8]) 'i皮は言った」

lei [lai， lEi] + er [8r]→lei er [laid8r， lEid8r] (←lizze [lIz8， 
le:z8]) ，彼は横たわっていた，横たえた」

『これは(3)で述べた rdの脱落」が起こった動詞の過去形がこの場合にだげかつてのd

を保っているためであり，歴史的には dの挿入とはいえない (Tiersma1985 : 35)。

(5) 破擦音化

(a) まとめ

語幹がt，dで終わる語は，接尾辞ヤ [j8]を伴うと， t， dと骨のあ

いだに s，zが挿入され，破擦音-t吋e[t¥8] (/tSj8/)， -dzje [d38] (/dzj8/) 

になる。とくに弱変化動調(I)の活用では注意が必要である。

bled [blE:t] ，葉」→bledsje[blttsj8] ，葉(縮小形)J/bl色dzje

[blt:d38] ，ページをめくる，葉をつける」

不定詞 bledzje[blt:d38] 

現在形 ikbledzje [blt:d38] 

do bledest [blt:d8st] 

hy bledet [blt:d8t] 

wy bledzje [blt:d38] 

過去形 ik blede [blt:d8] 

過去分詞 ikhaw blede [blt:d8] 

groet(e) [gru8t(8)] ，挨拶」→groetsje[gru8t¥8] ，挨拶する」

不定詞 groetsje[gr白t¥8] wy groetsje [gru8t¥8] 

現在形 ikgroetsje [gru8t¥8] 過去形 ik groete [gru8t8] 

do groetest [gru8t8st] 過去分詞 ikhaw groete [gr白t8]

hy groetet [gru8t8t] 

(b) 破擦音化が起こらない場合

①接尾辞争以外による [tj]， [dj]の連続

接尾辞忙を伴う場合以外は， [吋]， [dj]の連続があっても破擦音化

は起こらない。

stiennen [stjIn8n] ，石でできたJ(* [st¥In8n] とはならない)

studearje [stydjtrj8， stydbrj8] ，大学で学ぶ，研究する」

(* [styd3trj8] とはならない)くi=>studzje [Styd38]'大学での勉学，
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研究」

② 数詞-t(s)jin

13から 19までの数調は司tsjin [t\~m] を伴うが，これは -tjin [tj;m] 

でもいい。

trettjin [tri'Jj;m] ~ trettsjin [trÉt\~m] '13J 

fjirtjin [fjItj;m] ~ fjirtsjin [fjIt¥;m] '14J 

③ -dei [djd， di] 

dei [dai， dEi] ，日」がアクセントをもたずに合成語の後半の成分

として用いられると， -dei [djd， di] となり， * [d3d] とはならない。

jierdei [jIdjd， .. di] ，誕生日」

middei [mIdjd， .. di] ，昼，午後」

tiisdei [ti:zdjd， .. di] ，火曜日」

woansdei [va:nzdjd， VE:nZdjd， .. di] ，水曜日」

(6) その他の変化

① h [h] + {[ w ] / [jJ }→ {[wJ/[jJ } 
~ 12 (2)の子音 [h]の解説を参照。

② {m [m]/w [v]}十 [w]→ {[m]/[w]} 

~ 12 (3)(C)の解説を参照。

S 19 同化 (deassimilaasje)とそれに類似した現象

(1) まとめ

ある音が隣接する音の影響を受けて，発音の方法や位置をその音に近づ

けるか，または同じ音になる現象を指す。先行する音が後続する音に影響

を与えるものを「順行同イ七J(de {progressive/foarutwurkjende} assimi-

laasje) ，後続する音が先行する音に影響を与えるものを「逆行同化J(de 

{regressive/weromwurkjende} assimilaasje) という。

西フリジア語には逆行同化として，発音方法にかんする有声化の現象が

見られる。一方， I慣行同化らしく見える現象は，特定の少数の語棄のみを
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対象とするものや，音の配列(音素配列論defonotaktyk) にかんする制

約によるものであり，逆行同化の場合とは性格を異にする。本書では，西

フリジア語において厳密な意味での同化である逆行同化を狭義の同化とし

て扱う。一方，西フリジア語のいわゆる順行同化は，広義の同化として記

述はするものの，厳密には同化に類似した現象として区別するべきもので

ある。

同化による音の変化は，語末音の無声化の場合とちがって，摩擦音でも

正書法では表記されない。また，前章の個々の子音にかんする説明では，

同化による音の変化の多くは扱っていない。たとえば， [g]の音は同化に

よって，語頭およひや語中でアクセントをもっ音節のはじめ以外の位置でも

現われることがあるが，これは扱っていなしユ(例 brukber [brugbar] r使

用可能なJ，ik bin [Ig bln] r私は..ですJ)。

官西フリジア語に順行同化を認めることには，以下に述べるような問題がある (Visser

1988 b)。

一般に，同化には単語内で起こる場合と単語聞で起こる場合があるとされるが，厳密

にはいずれも音の配列(音素配列論defonotaktyk)にかんする制約以外に該当する

ものを指すと理解される。たとえば， love [IO:Vd] ，ほめる(不定詞)Jの [V]がdo

loofst [lo:fst] ，君はほめる」で凹と無声音になるのは，音節内で障害音(摩擦音

および閉鎖音)の連続が有声か無声かに統一されなければならないという制約が西フ

リジア語にあるためであり (Visser1988 b : 2)，この無声化は狭義の同化には含まれ

ない。また，こうした音の配列にかんする制約は，逆行か順行かという方向性とは無

関係である。一方，次のように 2語にまたがる場合 (Visser1988 b : 3)， 

① lk mis him. [mls] + [dm]→ [mls-dm] ，私は彼がいなくて寂しい」
② lk mis ien. [mls] + [iョn]→ [mlzidn] ，私はある人がいなくて寂しい」
②では，定動調mis[mls] ，いなくて寂しい」の無声摩擦音 [s]が母音で始まる ien

[idn] ，ある人」の直前で逆行同化による有声化を示しているのにたいして，①ではそ

うなっていなしコ。乙れは①のhim[dm] ([hlm]の弱形)，彼(目的格)Jが独立性を

弱め，連接形(itklitik)として，先行する定動調misに前接し，形態論的には2語

ながら，音韻論的には両者で1語(itfonologyske wurd)を形成しているためと考

えられる (Visser1988 a) (このような連接形を「音韻論的連接形J (it fonologyske 

klitik)と呼ぶ)。つまり，①はちょうどmisse[misd] ，いなくて寂しい(不定詞)J

の [s]のように，単語の内部にあるために逆行同化による有声化がはたらかず，短母

音の直後では摩擦音(の連続)はほぼ無声音であるという西フリジア語の音の配列に
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かんする制約に従っているためと考えられる。したがって，これも厳密な意味では同

化とは異なる。

このように，狭義の同化は音韻論のレベルでの単語どうしの境界で起こる方向性を

もった音韻規則に限定して理解することができる。その意味で，西フリジア語に順行

同化を認めることには問題があるといえる。

(2) 同化(=逆行同化)

(a) 摩擦音の有声化

① 有声閉鎖音の直前

無声摩擦音[f]， [s]， [x]は有声閉鎖音 [b]，[d]， [g]の直前で

有声化([b]，[d]， [g])する。複数の無声摩擦音についても起こる。

fytsban [fits目b::>:n]→[fidzb::>:n]，自転車のタイヤJ (Boersma/Van 

der W oude 19812 : 64) 

broeksbokse [bruks-boksel]→[brugzboksel] ，ズボンの脚の部分」

Cib. 64) 

休止が置かれない場合，摩擦音の有声化は単語聞にまたがって起こ

ることがある。

1s der ien? [Is] + [delr]→ [Iz delr] ，だれかいますかJ (Fokkema 
19672 : 34， Anglade 1966 : 17) (→ [1 delr]) 

② 有声閉鎖音以外の直前

単語聞にまたがる場合には，閉鎖音以外の有声子音や母音の前でも

有声化が起こる。

Us羽Turk[ys] + [vOrk]→ [yz vOrk] ， Wユズ・ヴJレク~ (=私た

ちの仕事);フローニンゲン大学フリジア語学科発行のフリジア語

学文学の雑誌名」

}何台 mydat ris oan. [vi:s] + [mo]→ [vi:z mεi]， [rels] + [oeln] 
→[relz oeln] ，ちょっとそれを私に見せてくださいJ(Boersma/Van 

der羽Toude 19812 : 66) 

Draaf net sa hurd. [dra:f m:t]→ [dra:v m:t] ，そんなに早く馬を
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走らせないでくれJ Cib. 66) 

1k hoech letter net wer te kommen. [hux li':t8r]→ [huγli':t'lr] 

「私はあとでもう一度来る必要はないJ Cib. 66) 

I肱kseωαch uω!Jol da抗te町rnet mear ko閃e.[s18x vol]→ [s18γvol] ，-私

は彼にはこれ以上無理なことがわかったJCib. 66変更)

Helje my in reaf jern. [rI8f jw]→ [r18v jw] ，-毛糸玉を 1束とっ

てちょうだ、いJ Cib. 66) 

(b) 閉鎖音の有声化:有声閉鎖音の直前

無声閉鎖音 [p]，[t]， [k]は有声閉鎖音 [b]，[d]， [g]の直前で有

声化 ([b]，[d]， [g])する。

opbelje [op-bE1j8]→ [obbE1j8]→ [obE1j8] ，-電話する」

utgean [yt-g18n]→ [ydg18n] ，-外に出る」

merkber [mi':rk-bEr]→ [mεrgbEr] ，-目立つた」

複数の無声閉鎖音についても起こることがある。

restbed [ri'::st-bE:t]→[ri'::zdbE:t] ，-休息用のベッドJ(Boersma/Van 

der W oude 198F : 65) 

waskguod [v5sk-gwot]→ [v5zggwot]→ [v5zgwot] ，-洗濯物」

Cib. 65) 

休止が置かれない場合には，単語聞にまたがって起こることがある。

Ik doch net mei. [1k dox]→ [1g dox] ，-私はいっしょにはやらな

いJ Cib. 95) 

Dat gong net goed. [dコtgOlJ]→ [d::>d gOlJ] ， [nEt gU8t]→ [nEd 

gU8t] ，-それはうまくいかなかったJ Cib. 67変更)

(3) 同化に類似した現象

以下に示す現象は従来，-順行同イ七」として扱われることが多かったもの

である。本書ではこれを狭義の同化とは区別して記す。

(a) d-[d]で始まる代名調・冠調・副詞の無声化

d-[d]で始まる代名調・冠調・副詞とは次の語を指す。
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dat [d:Jt] ，-あれ，それ(中性単数)J dit [dIt] ，-これ(中性単数)J

dy [di] ，-あれ，それ(中性単数以外)J dizze [dIZ8， de:Z8， dIS8] 

「これ(中性単数以外)J de [d8] ，-定冠詞(中性単数以外)J

do [do:u] ，-君(主格)J dy [dd， di] ，-君(目的格)J dyn [din] 

「君の」

doe [du] ，-そのときJ dan [d:Jn] ，-それからJ der(e) [dE(:)r(8)] 

「そこ，あそこJ der [d8r] ，-そこJ dus [dOs] ，-したカまって」

dochs [d:Jxs] ，-しかし」

① 無声化する場合

上記の語のd-[d]は無声閉鎖音で終わる語の直後でd-[t]に無

声化する。

Wat komt dat te kostjen? [komt d:Jt]→ [komt-t:Jt]→ [komtJt] 

「それはいくらかかることになるだろう J (Visser 1988 b : 5変更)

Der komt dyn trein al oan. [komt din]→ [komt-tin]→ [komtin] 

「あそこに君の列車が来たよJ Cib. 5変更)

It komt dan net klear. [komt d:Jn]→ [komt-t:Jn]→ [komt:Jn] 

「それはそれなら片づかないJ Cib. 5変更)

『これは一部の語だけを対象とした現象であり，先行する語に連接形として前援し，音

韻論的に 1語となっている場合に含まれる。西フリジア語では，音韻論的な単語の内

部では閉鎖音の連続は無声音でなければならない (Visser1988 b : 7)。

② 無声化しないことがある場合

上記の語のd司 [d]は [p]，[k]で終わる語の直後にあって，しかも

アクセントを置かれた場合には無声化しない。逆に，先行する語の

語末音が(逆行)同化によって有声化する。

Hy hold砂 dehan boppe de holle. [hろ:tdd]→[凶:t-tEi]→

[hS:td]; [hコ:tdEI]→ [h:J:d-dEi]→ [h:J:dEi] ，-彼は君の手をつか

んで頭の上にあげたJ (Visser 1988 b : 5変更)

Hast dy snoek der wol sjoen? [snuk dE:r]→[snuk-tE:r] ; [snuk 

dE:r]→ [snug-dE:r] ，-君はあのマス(=魚)をそこで見ただろうか」
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(ib. 5変更)

Ik r，φdoe de plysje derby. [r5:p du]→[同:p-tu]; [口:pdu]→ 

[口:b-du]I私はそこで警官を呼んだJ (ib. 5変更)

Pak do ek ris mei oan. [pak do:u]→ [pak-to:u]; [pak do:u] 

→[pag-do:u] I君もひとつ身を入れてやってみたまえJ (ib. 5変更)

『これは上記の語が連接形ではなく，単独の語としてはたらいているためで、ある。

次の用例ではde[dd] I定冠調J，der [ddr] Iそこ」がアクセントをも

つことができないので，かならず無声化が起こる。

Doe ha'k de jas krige. [ha-k dd]→ [ha-k-td] j* [ha-g-dd] Iその

とき私はジャケットをもらったJ (ib. 5変更)

Dat er al sa faak der west hat. [fa:k ddr]→ [fa:k-tdr] j* [fa:g-

ddr] I彼がもう頻繁に(そこに)いたとはJ (ib. 5変更)

F これはde[d<l] ，定冠詞J，der [d<lr] ，そこ」がつねに連接形として機能するためで

ある。

『同様に前置詞+de(定冠詞)'が ε前置詞+'e(定冠詞弱形)'となる現象も狭義の同

化には含まれない (~26(2)参照)。

(b) 3人称代名詞se[Sd]の有声化

3人称代名調se[Sd] I彼(女)(たち)Jは母音および有声子音(閉鎖

音や‘短母音+摩擦音'を除く)の直後では，有声化したse[Zd]として

現われる。

Wie se der? [Vid-Zd] I彼女はそこにいたのだろうかJ (Fokkema 

19672 : 34， Anglade 1966 : 17)) 

Gean se efternei? [gIdn-zd] I彼らはあとから行くのだろうか」

(Fokkema 19672 : 34) 

この場合，代名調のse以外の語では有声化した音は現われない。

Hy die soms sa raar. [did soms] /* [did-zoms] I彼はときどき変な

ことをしたJ (Visser 1988 a : 194) 

『代名詞seは連接形として直前の語に前接されるときには， [S<l]とは別に，はじめか

ら [Z<l]という音型をもっているといえる (Visser1988 a : 193 ff.)。
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母音以外の音，あるいは閉鎖音を除く有声子音以外の音が直前にある

次のような場合にも， se [z;:，]が現われる。

Ik graaf se. [gra:v-z;:，] (←grave 包括:v;:，]I葬るJ) I私は彼女を

葬るJ (Van der Meer /De Graaf 1986 : 305変更)

Hy lies se. [li;:，z-z;:，]→ [li;:，z;:，] (←leze [lE:z;:，] I読むJ) I彼はそ

れらを読んだJ (ib. 305変更)

有声子音が語末で無声化したものではない本来の無声子音の直後で

も，次のように se[z;:，]が現われる。

Sa kin gjin mins se hast sjen. [me:ns-z;:，]→[me:nz-z;:，]→[me:nz;:，] 

「それならだれでも彼女に会うのはまず、無理だJ (Visser 1988 a : 

195) 

Sa kin Rins se hast net sjen. [re:ns-z;:，]→ [re:nz-z;:，]→ [re:nz;:，] 

「それならリーンス(人名)は彼女に会うのはまず、無理だJ (ib. 195) 

f これはminsse， Rins seがそれぞれ音韻論的に 1語になっており，そのさい，長母

音に後続する摩擦音(の連続)は有声音であるという西フリジア語の音の配列にかん

する制約に従っているためである。

『閉鎖音や‘短母音+摩擦音'の直後ではse[sa]として現われる。

skop se [skop.sa] (←skoppe [skopa] r蹴るj)

hold se [ho:t剖](←halde [hヨ:da]r保つj)

dat se [dコt.sa](dat [dコt]r補文標識j)

straf s巴 [straf.sa](←straffe [strafa] r罰するj)

mis se [mIs.sa]→[mIsa] (←miss巴 [mIsa]r..がいなくて寂しく思うj)

これは，音韻論的な単語の内部では閉鎖音の連続は無声音でなければならならず

(Visser 1988 b : 7)，また，短母音の直後では摩擦音(の連続)はほぽ無声音である

という西フリジア語の音の配列にかんする制約に従って， [za]が無声化を起こして

いるためである (Viss巴r1988 a : 195)。

( c) 弱変化動詞(I)の過去形接尾辞

弱変化動詞(I)の過去形接尾辞(itdoetiidssuffiks)は有声子音の直

後で-de[d;:，] ，無声子音の直後でーte[t;:，]となり，正書法でも区別す

る。

『この選択は直前の子音の影響によるが，弱変化動詞(I)だけを対象としている。また，
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E霊5た約な立場ぜをとるのでなければ，そもそも過公形接箆訴の基底形は務代fl!3アジジア

言きの檎滋として d控{お]か悶te[t;3Jか決定?きない。これは後続する無声音の有
声化でも有声音の然資化でもなく，後続音の有筒・無声告と揺笈ずるものであるから，

狭義の潟イむとは異なる (Viぉer1988 b : 8 ff.)。

passe [p5saJ rぴったり合う(不定謂)J→paste[凶器ぬ](過去形)

smoke [sm6:k8] rタバコを吸う(不定調)J→smookte[sm6:kta] 

{過去形)

miene [mi鉛 a]r思う(不定詞)J叶 miende[miand記{過去形)

ti1le [tIl寸「持ちあげる{不定調)J→ti1de [tIlda] (過去形)

fiede [fiada]. r に食耗を与える(不定鐸)J→fied-de[fi採取〕→

fiede [fiadaJ (遇去形)

-g [γ]を除く予言声憲議音で終わるものでは正審法が交替する

が (z'"'-s，v~f) ，こ ぎない(~ 14 (1X吟参顛)。

bewege [bave:ya] r動かす叫(不定認)J→beweegde[bave:γda] (過

去形}

付 raze[ra:za] r駕れる(不定議)J→raasde[ra:zda] (遜来形)

love [I6:va] rほめる(不定認)J→loofde[16:vd記(過去形)

献上記の機会に属する勤務はすべて鍔幹が長母資を含んでいるので，有郊の摩擦音〈の

連続)が後続しでも，fl!3ブリジア訟の音の配列にかんする制約には抵触しない(Visser

1988 b : 11)。

(d) 鼻音詰〕の変化

[nJは後続膏の穣類によって変生を受けるが，

よっても変色を受ける。

① 後続する音との連続

n [n]は後続する子音の離類によって発者の位震設が麓後に移動し，

[m]または [u]に変色する。

i) [n]→ [mJ 

n [nJは辱膏 [p]，[b]， [m]の護前で [mJになる。

fan加pas[uルP:::Js]→ [ump:>s]r都合の悪いj

unbewend [unゐwεnt]→ [umbavεポ]r不髄れなJ (Fokkema 
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19672 : 98) 

unmooglik [un-mo:γ18k]→ [um-mo:γ18k]→ [umo:γ18kJ r不可

能なJ (Tiersma 1979 : 173) 

ii) [n]→匂]

n [n]は軟口査閉鎖音 [k]，[g]の直前でn[lJ]になる。

ungerest [un-g8n::st]→[句g8n::st]，-不安なJ (Fokkema 19672 : 

98) 

unklear [un-k1I8rJ→[匂kIl8r]，-こわれた，航行不可能な，不明

確な」

iii)単語聞で起こる場合

口語では休止が置かれない場合に，単語聞にまたがって [n]の変

化が起こることがある。

in minske [8n me:nsk8]→ [8m me:nsk8]→ [8me:nsk8] ，-ひとり

の人間J (Fokkema 19672 : 102変更)

in grutte iperenbeam [8n grOt8]→ [8lJ grOt8] ，-大きな様の木」

(ib_ 92) 

iv)鼻音化

[n]は‘母音+継続性子音([h]を除く)，の直前で消失し，先行する

母音の鼻音化 (s8 )を引き起こす。用例はS8参照。
② 先行する音との連続

-en [8n]は音節化 (s20)に続いて，上記の変化を起こすことがあ
る。

iepen [i8p8n]→ [i8PV]→ [i8p中]，-聞いたJ (Fokkema 19672 : 

96) 

liken [lik8n]→ [likV]→[likp] ，-似ている(lykの変化形)J

E このように， [n]の変化は [m]および閉鎖音に隣接する場合，後続音との連続のみ

ならず，先行音との連続でも起こる。一方， [t]， [d]との連続では [n]は変化を受

けない(つまり， /n/が [n]として現われる)。これは [n]が後続・先行を問わず，

隣接する [m]および閉鎖音との連続において，方向と関係なくつねに影響を受ける
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こことを示しており，音の寵列にかんする制約といえるのマ九狭義の符化とは奨なる。

~ 20 音節化 (desyllabisearring) 

{けまとめ

bottle 民5tfJr瓶」やドイツ語のwissen[vIs弱「知っているj

のように，母音にかわって子音が独立した音蔀の較になることができ

合がある。西フリジア語ではアクセントのないあいまい母管長]由直後

に続く鴫藷(desonorant，鼻音nn[nn]，n [n]，ng [uJと読音1[1] r [r]) 

がその子資にあたる。

ある子音に後続する‘あいまい母音+鳴音'が悶一音節にあるという条件

が満たされる場合には，音節化が起こるのyk1987 : 129)。網叩 [;m]--r:は

鼻音〔吋の変化 (919 (3Xd))を伴うことがある。ただし，

(916) は起こらない。

biezenn [biazann]→ [biazrr] rほうぢJ (Tier諮nna1985 : 29) 

libben [lIban]→[IIbl)J→[1Ibnn] r主命，生きているj 治ipnna

1913 : 36， Fokkenna 19672 : 140) 

sangen [説明n]→ [s均乎]→ [s向lJJ(←sang [satJJ) r歌(譲数

静)J (Sipnna 1913 : 27) 

hynder [hindar]→ [hind:r] r患J (Sipnna 1913 : 28) 

woartel [(v)wat"，l]→ [(v)watI] r根J (Tiersnna 1979 : 167変更)

は信一音節に議する子ままとして [tJまたは〔斗が後続す

ることカまある。

biezenns [biazanns]→ [bi"，zrpsJ rほうき{複数形)J (Dyk 1987 : 

128) 

sjongend [¥ouant]→ [¥ou乎寸→ [¥o叩tJ(←sjonge日ouaJ)r歌い

ながらお.jongeの現主主分詩)J (ib. 128) 

音欝イ七は口語的な現象であり，借入金守・方言的提異もあって数妙であ

るo 注意深く発者するときには起こらない個向がある。詩の朗統や歌唱で

も苦節住は龍之りにくい。本警の単語の発音楽詑では音節化を示さず。じっ
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さいの発音での注意を喚起するにとどめる。

(2) 個々の場合の特徴

(a) 音節化が2回(以上)起こる場合

次の例では音節化が2回起こっている。

se hannelen [hSn;}l;m]→ [hSnJ1)] (←hannelje [h加;}lj;}])r彼ら

は商売をしたJ (Tiersma 1979 : 167， Tiersma 1985 : 29) 

se hammeren [ham;}r;}n]→ [hamrn] (←hammerje [ham;}rj;}]) 

「彼らはハンマーで強くたたいたJ Cib. 167， ib. 29) 

ここでは次に示すように，上記の条件がそろった右側の鳴音から音節

化が起こっている。音節化を起こした鳴音は独立した音節となり，先行

する音節には属さなくなる。音節化を起こした鳴音の直前の子音が先行

する音節に新たに属することによって，音節の切れ目が変わり(再分節

化deresyllabifikaasje)，こうして再び音節化の条件が整うことになる。

se hannelen [hSml;}n]→ [(hS)(n;) )(l;}n)]→ [(hS)(n;) )(11))]→ [(hS) 

(ml)(1)) ]→ [(hろ)(nJ)(1))]→ [(h:m)0) (1))]→ [hSnln] (向上)

se hammeren [ham;}r;}n]→ [(ha) (m;})(r;}n)]→ [(ha)(m;) )(rn)]→ 

[(ha)(m;}r)(1))]→ [(ha)(mr )(1;1)]→ [(ham)(r )(1))]→ [hamrn] (向

上)

(b) 音節化が起こらない場合

① ‘あいまい母音+鳴音'が同一音節にない場合

もいまい母音+鳴音'が同一音節にない場合には，音節化は起こら

ない。たとえば，次の例では音節化による変化は見られない(Tiers-

ma 1979 : 167， Dyk 1987 : 119)。

se ha hannele [hSml;}] (← [(hS)(n;})(1;})]) r彼らは商売をした(現

在完了形)J

se ha hammere [ham;}r;}] (← [(ha)(m;))(r;})] r彼らはハンマーで

強くたたいた(現在完了形)J

hy hannelet [hSn;}ldt] (← [(hヨ)(n;))(ldt)]) r彼は商売をする(現在
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形)J

hy hammeret [ham8r8t] (←〔俗語)(m8)(n:Jt)] r彼はハンマーで強く

たたく{現在形)J

次の場合には l図だ11'1雪量5化が起こる。
hanne!je [h5na!ja]→[(h5) (問I)Oa)J→[ぬの(ねりOa)J→[(括的(1)0;))]→[h5nlja])

「総売をする{不定詞)J

b註mm日rje[ hamarja ]→[総選)(mar)Ga)J→[仏語)(mr)Ga)J→ [(ham)(r)Ga)J

[hamrja] ，ハンマーで強くたたく(不定認ん

hy hannelt [h5nalt]→ [(hヨ)(閑!の]→〔ふさ)(nlt)J→[(泌が(lt)J→[h5nlt]，彼は

商売をする(現在形hannel(妙。J
hy hammert [h豆martJ→〔命的(mart)]→[偽善)(mrt)]→ [(ham)(rt)]→〔補mrt]

「後はハンマーマ強くたたく(現在形ham総合r(e)t)J 

ザ hyhammξrtでは音節化が起こる蔚に， 'rの脱落J(~15) によって次の発音になる

こともある (Dyk1987 : 131)。

hy hammert [hamart]→{凶m日tJ，~可上j

@ ‘あいまい母音十鴫音'の議議に子音がない場合

もいまい母音十鳴智の誼前に子音がない場合には，苦節先は起こ

らない。たとえば，次の語では半母音または母音が産前にあるので，

音節先による変化は尭られない (Dyk1987 : 128)。

boaiem [bwaj8m] r床J fjouwer [話会uar]r4J 

終rr 1苦節イh と選挙管化(~ 8) ，それに問イむに類似し?と務委員(~ 19)については複雑な相互関

係がある。設線はRiermersma(197き)参照。

g 21 アクセント

{りまとめ

V アクセント (deklam) 

ブリジア言誌では語のアクセントは強弱によるα アクセントをも

は強いと同時に高しもたない音節は弱いとi奇時に僻いのがふつうである。

現われかたはオランダ語と類桜点が多い。

語のアグゼントが文の中でさまざまな変北安受けることは言うまでもな
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しユ。

文のイントネーション (deyntonaasje)は英語などと同じく，ふつう平

叙文や補足疑問文(疑問詞疑問文)では低く終わり，選択疑問文や広く疑

問表現一般では高く終わる。

以下では語のアクセントについて述べる。なお，本書では副アクセント

は表記しない。以下でいうアクセントは語の主アクセントを指す。

(2) あいまい母音 (desjwa) 

あいまい母音 ([a])はアクセントをもたず eの文字で表記されること

が多い。しかし， eの文字以外でもアクセントをもたない母音は，たとえば

次のようにあいまい母音として発音されることがある。

① 機能語(itfunksjewurd) 

in [an] i不定冠詞」 it [(a)t] iそれ」

ris [ras] iかつて，ちょっと」く今ris[rIs] i備え」

② 外来語

fabryk [fabrik] i工場J sigaar [saga:r] i葉巻」

sjauffeur [sjafゐr]i運転手J museum [mase:am] i博物館」

③ 接尾辞

ーich[ax] : nuttich [notax] i有益な」

ーlik[lak] : dudlik [dydlak] i明らかな」

-sum [sam] : iensum [jI:nsam， iansam] i孤独な」など

④ 合成語

-dei [dja， di] : middei [mIdja， mIdi] i昼，午後」など

(3) 単一語のアクセント

2音節以上の単一語では，一部の外来語を除いて一般にアクセントは第

1音節にある。本来の西フリジア語の単一語の多くは1音節か2音節から

成り，一般に 2音節語ではアクセントは第1音節にあって，第2音節はあ

いまい母音をもつことが多い。語形変化でも同様である。
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そうでないことがあり，ロマンス語な1::からの外来語では最撚

畜節にアクセントがある場合が多い。

sta録。双 [staldn]r駅j

gemy [gImi] 

(4) 派生語のアクセント

(a) 。アクゼントをもたな
本来の国フリジ

elemint [I1amInt] r要素」

grammatika [grama:tika] r文法J

(女性形働inne[-InaJを除く)。

-j8 縮小形): boekje [bukja] r本J (←boek [buk (務bu:k)]) 

-dom (名詞): frijdom [frtidom] r自

-lik . (形容締)j-liks (翻詩): tydlik [tid18k] r一時的なj

tydliks [tid18ks] rときおり j など

@ アクゼントをもっ接尾辞

外来語(.・inne[Ina]を除く)。

回inne 女'投影): freondinne [frØ~ndÍn~] r女友だち，恋人J

-ij 名詞): fiskerij [fIsk訂正i]r漁業」

-earje 動詞): studearje [stydjtrj8， .. dIarjaJ r大学で勉強する」

-aal (形容認): ynternasjonaal. [int8rnalona:l] r菌擦的なJ など

(b) 接頭辞

接頭辞のアクセントはやや複雑である。

CD アクセントをもたない接頭辞

外来語および以下の議室護辞。動詞につくと非分離動調になる。

be-: begripe [bagrip8] r理解するj

fer-: f，何itte[fajIta] r忘れる」

ge-: gendch [ganき:記「十分なJ

tか:tegearre [tagjtra] rいっしょにJ

aロtw:念式iouwing[untj5uIu] 
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② アクセントをもっ接頭辞

以下の接頭辞(④の場合に注意)。

ant-: ferantwurding [f;}r5ntvOdIu] i責任」

oar-: oardielje [o;}di;}lj;}] i判断する」

③ アクセントの有無が一定しない接頭辞

un-[un] : unaardich [una:d;}x] i感じの悪い」くT>ungelyk 

[句g;}lik]i同じでない;不当」

分離動詞をつくるときにはアクセントをもっ。

mis-[mIs] : misbruke [mlzbruk;}] i乱用する(非分離動詞)J伶

misgean [mIzgI;}n] iうまくいかない(分離動詞)J

oer-[u;}{r)] : oerdriuwe [u;}drjyw;}， .. drjo:w;}] i誇張する(非分

離動詞)J宇3>oerdriuwe [白drjyw;}，.. drjo:w;}] i通り過ぎる(分離

動詞)J

④ 品詞によってアクセントの交替が見られる場合

形容詞接尾辞-ich[;}x]，ーlik[l;}k] ， -sum [s;}m]が多音節語に

付加されると，オランダ語と同様にアクセントが後半部に移動し，

あいまい母音を除く母音を含む音節に置かれる。

wanhope [v5nho:p;}] i失望」→wanhopich[vJnho:P;}x] i失望し

た」

mienskip [mI;}nsklp] i共同体」→mienskip1ik[mi;}nskIpl;}k] i共

同体の」

arbeidzje [arbaid3;}， .. bEI. .] i働く」→arbeidsum[arbaits;}m， 

.. bti..] i勤勉な」

②のant-，oar-もこれに従う。

ferantwurding [f;}r5ntvOdIu] i責任」→ ferantwurdlik[f;}rJnt-

vOdl;}k] i責任感のある」

oarsprong [o;}sprou] i起源」→ oarspronklil王 [O;}sproUk1;}k]i元

来の」
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(5) 合成懇のアクセント

クセントはふつう第1成分にあるが，次のような合成諮は第

2成分以下にアクセントがある#

Q)'形容間十名詞'の合成諦

大小，新fS.tち彩などの形容諜がついたもの。日常生活になじみが
あり，愛着などの感惜がこめられていることがある。名詞句?はな

し合成語であり 1諮でつづる。

aldfeint [:xtfaint， .. ftint] i年配の独身者」

jongkeardel [tむkbd<lI] nijjier [r凶器ゐr]i新年J

Aldfrysk [J:tfrIsk] i古ブリジア語Jreadkryt [rI<ltkrit] i赤土」

命一部の地名

Easterwalde [jεst<lrv5:d<l] iイエステノレヴォーデ{オ.Oosterwolde 

オーステルヴォルデ)J

It Hearrenfean [<lt jεr<lnfI;:m， .. jer<lfI<::m] iヱト・イェレンフェア

ン{オ.Heerenveenへ←レンヴェーン)J

Skiermuntseach [ski<lrmunおらx，ski;:}郡江口tsi<lX]iスキエルムン

ツェアハ議(;t.Schiermonnikoogスヒールモニコーホ島)J

{ゆ特定の諦裳を第1成分とするもの

juster-i昨己J: justerjun [jost<lrjun (稀 ..ju:n)]r昨晩J

justeroerdei [jost<lru;;)d科「昨呂の午後J

boere-(←boer [bu;:}rJ i農畏J): boeretaal [bu<lr;:}t似]

boerelan [bu;;)r;;)15:n] r沼舎，農業雷」

@ そのf患

sted(s)hus [stEt(s)hu:s] i市役所j

boargemaster [bw町内mastar]r市長J

nijjiersdei [nEi(j)i;;)zd弘..dti] 

オランダ諾の影響で第1音節ヘアクセントが移動しつつあるらの

seedyk [総:dikJ(本来のアク12ント)/ [se:dik] (最近例傾向) i海

岸の堤防」
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正書法 (destavering) 

~ 22 母音字

以下の記述はe[d]と-dei[djd， di]を除いて，アクセントをもっ音節に

限る。鼻音化は除く。外来語でe以外の母音字をあいまい母音として発音す

る場合は， eの文字に変えて表記してもいい (Zantema1984 : 18)。

famy1je/femy1je [fdmi1jd] i家族」

sjauffeur/sjefeur [¥dfゐr]i運転手」
本書ではe以外の文字を用いる場合だけを記す。

a [a] 閉音節。

pakke [pakd] iつかむ」

[a:] 開音節。

pake [pa:kd] i祖父」

ただし，語末ではta[ta] i..へ， ..についてJ，sa [sa] iそ

のように，そうして」など。

[コ] 閉音節で歯茎音s，1， d， t， nの前。

passe [P5Sd] iぴったり合う」

ただし，脱落したrの直後・短母音化・いわゆる「のぽり二

重母音」の [wa]では [a]。

swart [swat] i黒いJ (rの脱落)

twadde [twadd] i第2のJ(←twa [twa:] i2J，短母音化)

moanne [mwand] i月J (いわゆる「のぼり二重母音J)

例外 [mastdr]i親方，長」など，最近の外来語。

a . [コ:] 閉音節と開音節。 1d，lt， nの直前 (6参照)。

ban [bコ:n]iリボン」

lの直前では対応するオランダ語の語形に aがある場合。

na1e [n5:1d] iへそJ (オ.nave1 [na:vd1]) 
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aa [a:J 閉音節。

baan [ba:nJ r軌道，滑走路」

aai [a:iJ kaai [ka:i] r鍵」

ai [aiJ 比較的少数の語。

1aitsje [lait¥8J r笑う」

aai [a:iJ (/a:j/)の短母音化。

aike [aik8J (/ajk8/) (←aai [a:i] ， / a:j/) r卵(縮小形)J

au [:mJ rau [口uJr生の」

e [8Jが続くときはauwe[::>U8J。

rauwe [r5u8J r生の(変化形)J

e [EJ 閉音節。

rek [rEkJ rたな」

[e:] 開音節。

rege1 [re:γ81] r規則」

kJ 閉音節と開音節。少数の語。

gers [gE:SJ r草，草地」

[8J アクセントのない音節。

men [m8nJ r (話者も含めて一般に)人は」

e [E:] 1eze [lE:z8J r読む」

ee [e:J 閉音節。

reek [re:kJ r煙」

ただし，語末で see[se:] r海」など。

ea [I8J くだり二重母音。

pea1 [pI81] r杭」

[k] いわゆる「のぽり二重母音」。

peallen [pjE18nJ r杭(複数形)J

eau [jo:uJ skreau [skrjo:u] r叫び」

e [8Jが続くときは eauwe [jO:W8]。

skreauwe [skrjO:W8J r叫ぶ」
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[向] 語幹がーiuw[jyu， jo:u]で終わる強変化動調の過去形・過去

分詞など(過去形は [jo:山内])。

ik skreau [skrjo:u， skr向]r私は書いた(過去形)J

ik haw skreaun [skr向n]r私は書いた(過去分詞)J

(←skriuwe [SkrjYWd， skrjO:Wd]) 

ei [ai] heit [hait] r父」

[c:i] ヴォーデン方言(羽Taldfrysk)。

heit [hc:it] r父」

『クラーイ方言 (Klaaifrysk)では [ai]のほかに[コi]もあるが (Dijkstra19922 : 

59)，一般的ではないので本書では割愛する。

ただし，最近の外来語ではヴォーデン方言以外でも[c:i]の

み。

kapasiteit [kapasiWt] r能力」

-dei [djd， di] 

dei [dai， dc:i] r日」との合成語で本来の西フリジア語の語葉。

jierdei [jIdjd， .. di] r誕生日J<iキfeestdei[fe:zdai， .. dc:i] 

「祝日」

-heid [hit， (hait， hc:it)] 

eo 向]

eu 同:]

[hait， hEit]はつづり字に引きずられた発音で好ましくな

しユ。

minskheid [me:nskhit， (，. hait， hc:it)] r人間性」

sneon [sn向n]r土曜日」

rの直前以外o

fleugel [flo:γdI] r翼」

[向 rの直前。

geur [g.向r]r香り」

[1] 閉音節。

sik [sIk] rヤギ」

[i] 開音節。
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sike [sikd] r呼限」

[i:] 関音鰐。

sike [si:kd] r詩人J

y [i] 閉音節。

sykje [sikjd] I探す;1浮較するJ

[si] 次の人称代名諮と前置調。

hy [協は「彼(主格)J wy [v，εi] I私たち 1こと徹}J

sy [sd] r被女;設{女〉らtゴエ愉}J

my [msi] I私{目的格)J dy [d叫「君(閥的格)J ; 

by [bsi]九.のところにj

ヴォーデンガ簿(Waldfrysk)ではそれぞれhy[hi]， sy 

wy [vi]， my [mi]， dy [di] ; by [bi]。

ii [i:] 閉音謀。

siik [si:k] r病気合j

ij [εi] nij [nd] r新しし亙」

ie [id] くだり

stien [stian] 

[jI] いわゆる fのぽり

stiennen [stjInan] {護数形)J

ieu [i:u] 少数の語。

Sieu [si:uJ ラント (Seel主役/:オ.Zeeland)の人J

e laJが続くときはieuwe[i:wa]。

Sieuwen [si:wanJ Iゼーラント的人々(複数形)J

iuwともつづる語があり，そ

19922 : 70)。

はiuwがー殻的(Dijkstra

mieu [mi:uJfmiuw [mjyuJ rカモメJ

iuw [jyu， jo:uJ 

[jyu]は南部と磁器の発音。

ik skriuw [skrjyu， skrjoス1]吋私は)響く J
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skriuwe [SkrjYW8， skrjo:w8J '書く(不定詞)J

o [oJ 閉音節。

hok [hokJ 'どんな」

[;)J 閉音節。

hok [h;)kJ '物置」

[o:J 開音節。

hope [ho:P8J '希望」

[o:uJ 1音節の語末。

ko [ko:uJ '雌牛」。

e [8Jが続くときはowe[0:W8J。

kowestal [kO:W8stコ:1]，牛舎」

。[コ:J 閉音節と開音節。 ld，lt， nの直前以外 (a参照)。

hdf [h;):fJ '果樹園，庭，墓地」

lの前では対応するオランダ語の語形に Oがある場合。

fole [f5:l8 J '子馬J (オ.veulen [vO:18(n) J) 

00 [o:J 閉音節。

hoopje [ho:pj8J '希望する」

oa [08J くだり二重母音。

doar [d08rJ 'ドア」

[waJ いわゆる「のぽり二重母音」。

moardzje [mwad38J '殺害する」

[sJ， [tJ， [dJ， [kJの直後では [vaJと発音することがある。

doarke [dwárk8J~[dvárk8J 'ドア(縮小形)J

[aJ 少数の語。

moatte [mat8， mwat8J 'しなければならない」

oai [o:i] koai[ko:i] ~[kwa:iJ ，(船室の)寝台」

[ wa:i]少数の語。

[sJ， [tJ， [dJ， [kJの直後では[va:iJと発音することがあ

る。
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koai [kwa:i}-.. {kva:i] r (鳥の巣を荒らしたと診に盗んだ郊

のかわりに置いておりに宅全部」

[wai]少数の語。

boai [bwai] r男の子J

， [tJ， [d]， [k] 

oe [ ua] boer [buarJ 

は[vai]と発音する ζ とがある。

[u] 閣官鰯と関音節。対応するオランダ簡がoe，00 (J)場合，とく

にk.ch， gの直前。

droech [druxJ r乾いたJ droege [druγa] r悶左{変北野)J

[u:] 閥音節と間管鮪。 oe[u]と再様の場合。

boech [bu:x] r船首J boegen [bu:yan] 

oei [u(:)iJ groei [gru(:)i] r成長」

ou [Ju] grou [rJu] r太った，大まかなJo

e [a]が腕くときはouwe[汎。

(複数形)J

grouwens [都知号、]r太っていること，大まかなことj

u [oJ 

nut [not] r剥益j

[y] 開音館。

nuten [nytan] (←n批 [nyt])rクルミ(控数形)J

[y:] 鰐音節。

tugen [ty:γ(←tuch [ty:x]) r馬具， (踏の)索異

形)J

u [u] 濁音節と関音欝。nの蛮前，外来語，対応ずるオランダ欝がui，

加の場合，および対応するオランダ語がない場合。

俗的br・uk[(ga)bruk] r襲用J(只t.gebruik [γabrayk]) 

bruke [bruka] r使うJ(オ.gebruiken [γabr後ykanJ)

[u:] 閤音袋告と寝苦節。 u[u]とi建議の場合。

b合ch[bu:x] rしなやかさJ bQge詰詮:ya]r曲げるJ

u [y] 間音節。

-98 



西フリジア語の音韻と正書法 (2)

tuch [tyx] rくず，雑草」

[y:] 閉音節。

tuch [ty:x] r馬具， (船の)索具」

ue [yd] くだり二重母音。

flues [flYds] r膜」

[jO] いわゆる「のぽり二重母音」。少数の語。

fluezzen [fljOzdn] /fluezen [flYdzdn] (←flues [flYds]) r膜

(複数形)J

uo [wo] いわゆる「のぽり二重母音」。

muorre [mword] r壁，城壁」

[s]， [t]， [d]， [k]の直後では [vo]と発音することがある。

tuorren [tw仕組}----[tvordn](←toer [tωr]) r塔(複数形)J

ui ぽy] stuit [stぽyt]r瞬間」

y の項を参照

~ 23 子音字

同化，縮約，脱落，音節化などの現象の多くは除く。子音字の重複 (bb，

ssなど)は次の章で扱う。

b [b] 語末音以外。

ribbe [rIbd] r肋骨」

[p] 語末音。

ribke [rIpkd] (←ribbe [rIbd]) r肋骨(縮小形)J

ch [x] each [Idx] r目J eachje [IdXjd] r目(縮小形)J

kachel [kaxdl] r暖炉」

chs [xs， ks]achtste [aXStd， akstd] r第8の」

d [d] 語末音以外。

reden [rε:白n](←red [rE:t]) r車輪(複数形)J

[t] 語末音。

red [rE:t] r車輪」
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dzj [d3J /d/十/z/+/j/の連続と解釈される。

wiidzje [vi:d3a] r広げるj

f [f] fiif [fi:f] r五」

g 

{ゼロ]of [J:] r(..から)離れて」

oft [;)t] r かどう of [Jf] rあるい

gast [g;)st] 

語中でアクセントをもっ音節のはじめ。

regear [ragIar] 

おっ それ以外。

eagje [IaγjaJ r眺めるJ

eagen [Iayan] (←each [1限])r窃(譲数形)J

wy dogge [doγaJ (←dwaan [dwa:n]) r患たちはするJ

h [h] himel [himal] 

〔ゼロ]jの前。

hjerst [jest] r秋」

いわゆる「のぼり二重母音J の宜語。

hear町立tra] くJ hoanne [wana] r雄鶏j

[j] jeie言語ia，jtia] r狩る，追い立てる」

[守口 出の前。

jier [G)iar] 

k [kJ koken [ko:kan] r台所J

[1] leppel [ltpal] rスプーン」

〔ゼ、ロ]ald， altの場合。

kald [k::>:tJ r寒川冷たいJ salt [s;):吋「場」

供i外:spalt [sp;):lt] r割れ目J など。

次の数爵の変化形。

do silst [sIst] (ゃ sille[s11a J) r君は.だろう J

do wo1st [vost] (←wolle [v針。])r若礼.したいj
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m [m] mem [mEm] ，母」

n [n] namme [nam8] ，名前」

[ゼロ]鼻音化 (SS)を起こして消える。

ng [u] 

nk [Uk] 

p、 [p]

gans [gコ:ns]，まったく，多くの」

wang [vaU] ，頬」

wankje [vaUkj8] (←wang [vaU]) ，頬(縮小形)J

pomp [pomp] ，ポンプ」

r [r] rj ochter [rj紅白r]，裁判官」

[ゼロ]歯茎音 [s]，[z]， [1]， [d]， [t]， [n]の直前。

moarn [mo8n] ，朝」

例外:最近の外来語。

sport [sp::>rt] ，スポーツ」

s [s] seis [sais， sEis] '6 J 

doaske [dwask8] (←doaze [dO8Z8]) ，袋(縮小形)J

[z] 最近の外来語。

fysiology [fiziologi] ，生理学」

司 m /s/ + /j/の連続と解釈される。
sj en [¥m] ，見る」

もk [s(k)] 大多数の派生形容調。

Nederlansk [ne:d8rb:ns(k)] ，オラン夕、語」

ただし，少数の 1音節の派生形容詞は [sk]。

grutsk [grOtsk] ，誇り高い」

他の品調ではつねに [sk]。

fisk [fIsk] ，魚J (名詞)

t [t] ticht [tIxt] ，密な，濃い」

ts [ts] 破擦音。 /t/+/s/の連続と解釈される。

tsien [tsi叩]'10J 

tsj [t¥J /t/ + /s/ + /j/の連続と解釈される。

tsjettel [t¥Et81] ，やかん」
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brieven [brí~v~n] (←brief [bridf]) r手紙(;複数形)J

最近の外来語。

advokaat [atfdka:t] r弁護士J

語頭。

wyn [vin] r風:ワインj

[凶 器米 (-iuwのみ〉。

ik kliuw [kljyu， kljo:uJ (←kliuwe [kljýw弘 kljる:w~J) r私

は登るJ

[w] leauwe [lj6:w~] r健じる」

， [t]， [d]， [k]の渡後では と発音することがある。

dwerch [dw6rx}'-'[dverx] r小人J

例外:hawwe [háv~J rもっている(不定詞)J

ik h浜市¥1')[ha(v)， ha(f)J r払はもっているJ

z [zJ 

zj [3J 

tsizen [tSI:Zdn] (←tsiis [tsi:s]) rチーズ{擾数形)J

Izl + Ijlの漆続と解釈怒れる。
freezje [fré:3~] r恐れるj

a 24 正書法上の注意点

(1) 子音字の震複

(a) 母音の長懇の区別

〈会子音字の議援をする場合

アクセントをもっ直前の母音が鰭母音であることを示すために， f践

の子音字が後続しない場合に，:iE警察法上，子音字を重ねて閉音量言〈子

音字で終わる費諮〉にする (93 (2)参鰯)。

ただし，母膏字a，e， i [1]， 0 [0]， uのみ。

dak [dak] r屋根j…dakken[dakdn] r持在(複数形)J

tel [td] r数J-telIen [ttldn] r問主(擾数形)J

hin [hln] [めんどり」…hinnen[hi叩 n]r開さと{複数形)J

bok [bok] r雄ヤギJ-bokl臼n[bok.::m] r詞左(複数形)J
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hut [hOt] ，小屋J-hutten [hotan] ，同左(複数形)J

② 子音字の重複をしない場合:高舌母音

直前の母音字が高舌母音i[i] / [i:]， u [y] / [y:]， u [y] / [y:]， u 

[u]/[u:]， oe [u]/[u:]である場合には，短母音であっても子音字

を重複しない。したがって，正書法上，母音の長短があいまいであ

る。

i) i [i] (今i[i:] (開音節)

sike [sika] ，呼吸」く斗sike[si:ka] ，病人」

ii) u [y]く今 u[y:] (閉音節)

tuch [tyx] ，くず，雑草」紛tuch[ty:x] ，道具」

iii) u [y] <=> u [y:] (開音節)
nuten [nytan] (←nut [nyt])'クルミJ(今 tugen[ty: yan] (←tuch 

[ty:x]) ，道具(複数形)J

iv) u [u]モニ'>u [u:] (閉音節)

bruk [bruk] ，使用」くT>buch [bu:x] ，しなやかさ」

v) u [u]紛 u[u:] (開音節)

bruke [bruka] ，使う」伶buge[bu: ya] ，曲げる」

vi) oe [u]く斗oe[u:] (閉音節)

broek [bruk (稀bru:k)]，ズボン」や'>boech [bu:x] ，船首」

vii) oe [u]宇'>oe [u:] (開音節)

broeken [brukan]'ズボン(複数形)JくT>boegen [bu:γanJ'船首(複

数形)J

一般に長母音や二重母音に無声摩擦音(語末で無声化している場合

を除く)が後続することはないので，この点で区別がつくことがあ

る。ただし，短母音に有声摩擦音が後続することはある (Visser1988 

b: 11)。

③ 子音字の重複をしない場合:無アクセント母音

母音がアクセントをもたない場合には，子音字の重複はしない。

Amsterdammer [amstardamar] ，アムステルダム (Amsterdam)
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の人」毛ニ)Dokkumer [d5kam;::JrJ rドクム CDokkum)の入j

。〉
① 子宮ま字の重複の有無で器部する場合

室前の母音が

とを示すために，

によるいわゆる「のぼりニ議母音j であるこ

lつだけ続く場合には，正書法上，

字を重ねる。直前の母音がくだり二重母音である場合には，

はしない。 oe[uaJとuo[woJの交替は正審法でも示され

る。

i) ie [iaJ仲 ie[jI] 

hieren [hiaranJ C←hier [hiar]) 

や)hierren [jiran] (←hier [hi<::Jr]) 

ii) ea [I;}]併問削

(複数形)J

(譲数形b

fearen [fI<::Jr<::JnJ (←fear [bIarJ) rブエリー(譲数形L

や)f鵠 rren[fjsr<::Jn] (←fear [fIar]) r羽援{議数形)J

iii) oe [ω](ニ)uo [woJ 

toeren [tuaran] (←toer [tu<::Jr]) r回転， ドライプ{護数形)J

くははuorren[tworan] C←toer [tuar]) r噂{複数形)J

iv) oa [oa]や)oa [wa] 

soalen [soalan] C←soal[soalJ)下水路(複数静)J

特 soal1en[swalanJ (←糊1[soa1]) r足の裏(機数形)J

v) (稀:ue [yaJくi=>関与記

fluezen [flyazan] (←flues [fIyas]) r膜(後数形)J

く吟fluezzenCfUozan] r錦上 (稀)J) 

金子育学の重譲をしない場合

子音字が2つ以上告も続する場合には，

がって， oe [uaJ/uo [woJを除いて

る。

i) ie [ia J <=> ie [jI] 
hierder [hiadar] (←hier [hiara] 
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く今hierke[jIrkd (稀hi<'1rkd)J (←hier [hi<'1r J) r毛(縮小形)J

ii) ea [1<'1Jくi=>ea [jE] 

feart [fI<'1tJ r運河，航行」件fearten[fjtt<'1nJ r同左(複数形)J

iii) oe [U<'1J宇)uo [woJ 

toerke [t白rk<'1J(←toer [tu<'1r J) r回転， ドライブ(縮小形)J

くi=>tuorke [twork<'1] (←toer [tu<'1r J) r塔(縮小形)J

iv) oa [O<'1J <=> oa [waJ 

soa1tsje [so<'11t¥<'1J (←soa1 [so<'11J) r水路(縮小形)J

くi=>soa1tsje [swa1t¥<'1 (稀SO<'11t¥<'1)J (←soa1 [so<'11J) r足の裏(縮小

形)J

(2) 母音字の表記

(a) 0 [oJ とo[コ]の区別

閉音節でo[oJ とo[コ]の区別があいまいである。

hok [hokJ rどんな」宇)hok [h;)kJ r物置」

(b) u [UJ/[U:] とoe[UJ/[U:Jの区別

とくに k，ch， gの直前でaとoeの区別があいまいである。オランダ
語のui/euとoe/ooの区別に依存することがある。

① u [uJく斗 oe[uJ (閉音節)

(ge拍ruk[(g<'1)brukJ r使用J (オ.gebruik) 

ゃうbroek[bruk (稀bru:k)J rズボンJ (オ.broek) 

② u [uJ(キ oe[uJ (開音節)

bruken [bruk<'1nJ (←bruke [brukdJ) r使う(動名調)J (オ.gebrui-

ken)や)broeken [brukdnJ rズボン(複数形)J (オ.broeken) 

③ u [u:J仲間 [u:J(閉音節)

buch [bu:xJ rしなやかさ J (オ.buigzaamheid) 

くi=>boech [bu:xJ r船首J (オ.boeg) 

④ u [u:Jくi=>oe [u:J (開音節)

bugen [bu:Y<'1nJ (←buge [bu:γ<'1J) r曲げる(動名調)J (オ.buigen) 
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付 boegen[b色:γ;::lnJr賠首(概数形)J(れ boegen)

(c) a [;-，:Jとd のIZ別

a [コ:Jとδ[っ:Jの区別があいまいな場合がある。オランダ鰯のaと
。の区別に依存することがある。

stal [stJ:I] r家蕃小盤J(オ.stal) 

く口;>rdlje [r6:IjaJ 

紛その飽

J (互に rollen) 

語形変化でのIE轡法上の一敬を考議したために， c:っさいの発音との

ずれが生じている場合がある。たとえば，次む語では審法上のー設を

。) w 

して a，dとはつづらない。

manlju [m5:勺jO](←man [mJn]) r男の人{複数形)J

froulju [fr・6:1jO](←frou [fr::m]) r女の人{譲数形)J

で終わる よび /w/'では， wの表記に控意

が必饗であるo

① : au [Ju]， ou [コロ〕

e が後統ずる場合にはwを加えて表記する O

[コua]，ouwe [JU;::l]のように [a]だけが加わる。

rau [r:mJ r生のJ-rauwe告知;::l]，-生の(変化形)J

rou [r:m] ，.患い，荒々 しいJ-rouwe [r5u;::lJ r喪J

はauwe

ミ号 6母音十半母音 /w/':eau uo:u] Ujo:w/) ， ieu [i:uJ(Ji:w/)， 

o [0:叫 (Jo:w/)

e [;::l]が後続する場合にはwを加えて表記する。発吾上はeauwe

[jo:w吋， ieuwe [i:W;::l] ， owe [o:W;::l]のように〔叫が [w]に変

わって〔叫が加わる。

はreau[skrjo:記「叫ぴJ-skreauwe[skrj6:wa] r叫ぶJ

Sieu [si:記「ゼーラント (Seelan，オ.Zeeland)の人J

Sieuwen [si:wanJ rゼーラントの人{複数形)J
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ko [ko:u] r雌牛J-kowestal [kO:W8Stコ:1]r牛舎」

③ ‘母音+半母音 /w/': iuw [jyu， jo:u]， iuw [jyu] (=ieu [i:u]) 

e [8]が後続しなくても wを加えて表記する。e[8]が後続する場

合には，発音上はiuwe[jYW8， jO:W8]のように [u]が [w]に変

わって [8]が加わる。

ik skriuw [skrjyu， skrjo:u] r (私は)書くJ-skriuwe [Skrjyw8， 

skrjo:w8] i書く(不定詞)J

miuw [mjyu] (mieu [mi:u]) rカモメJ-miuwen[mjyw8n] (mieu-

wen [mi:w8n] rカモメ(複数形)J

(4) 大文字書き

固有名調とその形容詞形は語頭を大文字で書く。曜日，月名は大文字書

きしない。

Fryslan [frisb:n] rフリースラントJ Fries [fri8s] rフリジア人」

Frysk [frisk] rフリースラントの;フリジア語(の)J

<=>sneon [sn向n]r土曜日J snein [snain， snEin] r日曜日」

maaie [ma:j8] r 5月J septimber [sEptImb8r] r 9月」

~ 25 旧正書法との対応

現行の西フリジア語の正書法は1976年の改正に従って， 1980年1月1日

に導入された。それ以前の文献を読むときには，旧正書法との対応を知って

おく必要がある。 Zantema(1984: 17 f.)に基づいて以下に記す。(‘旧正書

法'>‘現行の正書法'の順)。

① 閉音節のaeはaaとつづる。

faem>faam [fa:m] r娘」

② 語末の6はeeとつづる。

fe>fee [fe:] r家畜;妖精」

③ 00のように発音する ouは開音節で 0，閉音節で 00とつづる。

kou> ko [ko:u] r雌牛J skouwe>skowe [SkO:W8] r押す」
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skoust>skoost [sko:stJ r (君は)押すJ

@ toと接頭辞の to-/for-のoはeとつづる。

to>te [tdJ r へJ tobek>tebek [tdbtk] r後ろへJ

forhael > ferh鵠 1[おrha:I]r物語」

接関辞bi輔のiはeとつづる。

bisjen>b硝:jen[bd¥enJ rよく見る」

窃わたり音のjはつづらない。

bloeije> bloeie [blu(:)jd] r暁<J 

e 長母管の富後の子音は重援してつづらない。
ranne>r包ne[r5:nd] r縁」

@ wの直言告の黙字のhはつづらない。

hwa>wa [va:] rだれj

舎 nの直前のouは合とつづる。

joun>jun [jun (稀ju:n)]r韓」

毛主 主の霊前のaはoeとつづる。

fjur>fjoer括協r]r火」

⑪ 次の3語の Uはeuとつづる。

gunst > geunst [弱:nstJr好意J kunst> keunst [kO:nstJ r芸術」

munster>ぉeunster[mO:nstdrJ 

o 接尾辞-heitは駒heidとつづる。
wysheit > wysheid [VIsit c.. hait， .， heit)J r知恵J
窃次の 4語の tはdとつづる。

gebet>gebed [gdb立]r新り J gebot> gebod [gdb6t] r命令J

helt> held [hεr英雄J gewe1t>geweld [gdvelt] r暴力J

@ -dの産後の縮小苦手“tsjeは-sjeとつづる。

忘れlrdtsje> wurdsje [VOtSjd ] (←wurd [votJ) r語(縮小形)J

舎 greatのeaはU とつづる。

great>grut誌吋(:)tJr大きしり

窃 jaan[ja:nJ るj の現校形と owはouと G 
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ik jow>ik jou [j:)u] I私は与える」

wy jowe>wy jouwe [j5uCJ] I私たちは与える」

utjower>utjouwer [ytj::>UCJr] I出版社」

⑪ jaanの過去分詞の owはaとつづる。

ik haw jown>ik haw jsn [jun (稀ju:n)] I私は与えた」

⑮ 次の3語の awはaとつづる。

ik ha hawn>ik ha han [hコ:n] I私は持っていた」

sawn>san [s::>:n] '7 J nawle>nale [n5:1CJ] Iへそ」

⑮ lizとSlZのZはsとつづる。

ik liz > ik lis [lIs， le:s] I私は横たわる，横たえる」

ik siz> ik sis [sIs， se:s] I私は言う」

⑮長母音を含む語幹をもっ動詞の過去形の dd，ttはd，tとつづる。

ik praatte>ik prate [pra:tCJ] (←prate [pra:tCJ]) I私は話した」

ik r色stte>ik reste [rE:stCJ] (←reste [rE:stCJ]) I私は休んだ」

上記の①から⑮までの規則は合成語や派生語にも適用される。
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あとが.き

本稿は「西フリジア語の音韻と正書法(l)J (北海道大学文学部紀要

44-1 (第85号).1995. 37-81)の続編である。筆者は現在，西フリジア語の

文法記述に取り組んでおり，音韻と正書法の部分を独立させて，あらかじめ

発表することにした。

執筆にさいしては簡明さを心がけ，小見出しを多く設げるとともに，歴史

的背景や理論的な議論，それに方言やオラン夕、語，ドイツ語，英語など他の

ゲルマン語との比較にかんする部分は文字サイズを小さく印刷して示した。

これによって概観がつかみやすくなると同時に，理解をさらに深めることが

容易になるものと願っている。内容的には西フリジア語学の水準が反映され



西フリジア語の音韻と正書法 (2)

るように，現在の時点までの研究成果を積極的に取り入れた。また，オラン

ダ政府奨学金 (NUFFIC)の援助による 1993年9月からの 1年間にわたるフ

ローニンゲン大学フリジア語学科での調査の成果を織り込んだ。帰国後は北

海道大学大学院文学研究科独文学専攻での独語学演習でとりあげ，学生と意

見を交換する機会をもった。有益な意見を与えてくださった博士課程在学中

の荻原達夫君，林馨子さん，研究生の湯浅英俊君，学部生の中村隆二君にお

礼を申し上げる。

フローニンゲン大学での滞在期間には下記の方々にお世話になった。まず，

指導教授のデ・ハーン教授 (prof.dr. Germen de Haan)には2週間に一度，

1時間半ほど面談の機会を設げていただき，筆者の研究全般にわたって懇切

など指導を賜わった。また，同じくフリジア語学科のフリエス博士 (dr.

Oebele V ries) とプレーケル博士 (dr.Pieter Breuker)，言語学科のデ・グ

ラーフ博士 (dr.Tseard de Graaf)，それにフリスケ・アカデミー (Fryske

Akademy)のフクストラ氏 (drs.Jarich Hoekstra)には，当時できあがっ

ていた原稿のすべての部分を通読していただき，数々の貴重なご指摘を頂戴

した。また r割れ」にかんしてはフローニンゲン大学のファン・デル・メー

ル博士 (dr.Geart van der Meer)に資料の提供を受けた。フリジア語教育

についてはフリースラント州教育委員会 (MSU)のフリジア語セクションの

ゾンダハ氏 (drs.Koen Zondag)にお世話になった。最後に，フリスケ・ア

カデミーのヨーンスマ所長 (dr.Lammert G. Jansma)には，筆者のために

同アカデミーに机を用意していただくなど，研究の便宜をはかっていただく

とともに，帰国後には筆者を独協大学の児玉仁教授に次いで同アカデミーの

会員に迎えてくださった。上記の方々に厚く感謝の意を表したい。

*本稿((1)を含む)は平成7年度文部省科学研究費補助金による研究成果の一部である。
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